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国宝・姫路城は、シラサギが羽を広げたような優美
な姿から「白鷺城」の愛称で親しまれている。鮮や
かな白の城壁や５層７階の大天守と小天守が渡櫓で
連結された連立式天守が特徴。大天守は400年以上
前の慶長14年（1609年）に建築された。平成５年
12月に日本で初めての世界文化遺産に登録された。
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平
成
の
声
を
聞
く
と
と
も
に
活
動
を
開
始
し
た「
ふ
る
さ
と
財
団
」

で
あ
る
が
、
そ
の
基
幹
事
業
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
融
資
※
」
は
活
動

初
年
度
か
ら
実
行
さ
れ
、
既
に
30
年
の
実
績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
平
成
と
い
う
時
代
が
終
わ
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
30
年

間
の
事
業
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
融
資
総
実
績
は
４
０
０
４
件
・
約
９
９
５
３
億

円
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
全
国
で
総
額
7
兆
８
４
９
０
億
円
の
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
、
約
17
万
人
の
新
規
雇
用
が
創
生
さ
れ
た
。
30

年
と
い
う
歳
月
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
意
義
の
あ
る
数
字
と
い
え
る
。

次
に
こ
の
30
年
累
計
の
融
資
事
業
分
野
別
構
成
を
み
る
と
、
地
域

産
業
振
興
34
・
7
㌫
、
文
化
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
26
・
7
㌫
、
リ

ゾ
ー
ト
・
観
光
振
興
19
・
1
㌫
、交
通
・
通
信
基
盤
整
備
12
・
5
㌫
、

都
市
基
盤
施
設
整
備
7
・
0
㌫
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
開
始
以
来
の

当
初
5
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
比
率
は
、
地
域
産
業
振
興

36
・
0
㌫
、
文
化
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
12
・
7
㌫
、
リ
ゾ
ー
ト
・

観
光
振
興
34
・
0
㌫
で
あ
り
、
当
初
は
多
か
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
関
連
が

減
少
し
、
病
院
建
て
替
え
や
高
齢
者
福
祉
施
設
の
新
設
な
ど
医
療
福

祉
関
連
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
社
会
構
造
の
変
化
が
投

影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用
し
た
実
績
の
あ
る
地
方
公
共
団
体
は
全
都

道
府
県
に
及
び
、
全
市
町
村
の
約
半
数
に
達
し
て
い
る
。
地
域
別
に

は
北
海
道
・
東
北
・
中
国
・
九
州
・
沖
縄
の
シ
ェ
ア
が
高
く
、
上
位

10
道
県
（
含
む
政
令
指
定
都
市
）
は
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
地
域
で
あ

り
、
そ
の
占
有
率
は
45
・
9
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
融
資
は
時
代
の
変
化
と
と
も
に
変
容
を
続
け
て
い
る
が
、

「
民
間
企
業
の
活
力
に
よ
り
地
域
の
振
興
を
推
進
す
る
」
と
い
う
そ

の
目
指
す
と
こ
ろ
は
不
変
で
あ
る
。
一
方
で
融
資
規
模
を
徒
に
拡
大

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
制
約
を
抱
え
、
一
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
社
会
が
抱
え
る
振
興
・
活
性
化
へ
の
課
題
に
対
応
し
て
融
資
対

象
事
業
が
多
岐
の
分
野
に
更
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、

今
後
は
融
資
案
件
の
調
査
・
検
討
機
能
を
担
う
ふ
る
さ
と
財
団
に
お

け
る
調
査
能
力
の
質
的
向
上
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
地
方
自
治
体
に
こ
の
制
度
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
広
報
活
動
の
積
極
的
展
開
、
及
び
地
域
の
要

請
を
制
度
運
営
に
反
映
し
て
い
く
た
め
の
地
方
自
治
体
と
の
双
方
向

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
併
せ
て
、

ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）
に
よ
る
顕
彰
な
ど
を
通
じ
た
、

活
動
の
全
国
周
知
に
も
引
き
続
き
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
令
和
の
時
代
が
始
ま
る
。
こ
の
新
し
い

時
代
に
、
地
方
創
生
の
下
支
え
役
を
引
き
続
き
担
う
べ
く
、
ふ
る
さ

と
財
団
と
し
て
一
段
の
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

※ 
ふ
る
さ
と
融
資
と
は
、
地
域
振
興
に
資
す
る
民
間
投
資
を
支
援
す
る
た
め
に
、
都
道
府
県
又

は
市
町
村
が
長
期
の
無
利
子
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
、
ふ
る
さ
と
財
団
が
事
業
の
総
合
的

な
調
査
・
検
討
や
貸
付
実
行
か
ら
最
終
償
還
に
至
る
ま
で
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
融
資
30
年

一
般
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
（
ふ
る
さ
と
財
団
）
理
事
長
　
稲
野 

和
利

随
感
随
筆



◉
港
を
拠
点
と
し
た
物
流
の
柱

日
向
市
は
古
く
か
ら
港
が
中
心
と
な
っ
て
栄
え
た
ま
ち

で
す
。
重
要
港
湾
の
指
定
を
受
け
て
い
る
細
島
港
は
、
江

戸
時
代
に
は
日
向
、
薩
摩
、
大
隅
の
各
藩
主
が
参
勤
交
代

の
際
に
、
必
ず
経
由
す
る
港
で
し
た
。
昭
和
39
年
に
日
向

延
岡
地
区
新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
て
か
ら
は
、
細
島

港
の
整
備
に
取
り
組
み
、
延
岡
と
日
向
が
工
業
を
中
心
と

し
て
発
展
し
て
い
く
中
で
、
日
向
市
は
港
湾
工
業
都
市
を

標
榜
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
八
興
運
輸
㈱
は
昭
和
28
年
の
創
業

以
来
、
海
運
業
を
は
じ
め
と
す
る
物
流
全
般
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
日
向
市
の
柱
と
し
て
重
要
な
企

業
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
は
、
大
都
市
圏
に
遠
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

す
。
平
成
28
年
に
は
、
東
九
州
自
動
車
道
が
開
通
し
ま
し

た
が
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
、
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
に
お
い
て
も
、
近

年
の
自
然
災
害
の
影
響
で
数
ヶ
月
も
の
間
輸
送
網
が
寸
断

さ
れ
る
な
ど
、
荷
物
を
運
び
た
く
て
も
運
べ
な
い
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
発
生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
策
と
し
ま
し
て
も
、
安
定
か

つ
大
量
に
輸
送
が
可
能
と
な
る
船
舶
の
需
要
及
び
有
用
性

は
、
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
西
定
期
航
路
を
担
う
同
社
は
、県
全
体
に
と
っ
て
も
、

重
要
な
物
流
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

◉
更
な
る
発
展
に
向
け
た
取
組

同
社
で
は
２
０
２
０
年
１
月
に
は
Ｒロ

Ｏー

Ｒロ

Ｏー

船せ
ん

を
大
型

化
し
た
も
の
に
リ
プ
レ
イ
ス
し
て
就
航
す
る
予
定
で
す
。

当
然
、
大
型
化
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
物
を
運
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
宮
崎
県
は
農
業
が

盛
ん
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
は
少
し
手
薄
だ
っ
た
野
菜
な

ど
を
さ
ら
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
一
層
宮
崎
県

の
農
業
も
元
気
に
な
り
ま
す
し
、
非
常
に
良
い
相
乗
効
果

が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

実
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
が
大
型
化
す
れ
ば
岸
壁
の
長
さ
が

足
り
ず
に
納
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
岸
壁
整
備
は
5
年
10

年
と
か
か
り
ま
す
が
、
市
と
し
ま
し
て
も
、
国
に
支
援
を

お
願
い
し
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
が
接
岸
で
き

る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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日
向
市
の
概
要

　日向市は宮崎県の北東部に位置し、尾鈴山系
を南に、日向灘を東に臨み、市西部の東郷町域か
ら美々津・幸脇地区を耳川が貫流しています。
　海岸部は、日豊海岸国定公園の南端に位置し
ており、リアス式海岸と白砂青松の砂浜が織り
なす海岸線は、自然の創り出した芸術とも言え
る景観の連続となっています。

　気候は温暖で、年間平均気温は約17度と、降雪をみるこ
とはほとんどありません。年間平均湿度は70％前後で、年間
降水量は2000㍉㍍を超えていますが、日照時間が2000時間
を超えるなど、晴天に恵まれた地域となっています。

http://www.hyugacity.jp/

日向市
宮 崎 県

十と

屋や

幸こ
う

平へ
い

市
長
に
聞
く

同
社
を
推
薦
し
た
宮
崎
県
日
向
市

平
成
30
年
度
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

 
八
興
運
輸
㈱



◉
日
向
市
の
魅
力

日
向
市
は
交
流
人
口
が
増
え
て
お
り
、
お
越
し
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
は
、
自
然
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
野
菜
や
魚
・

肉
な
ど
の
食
べ
物
が
美
味
し
い
、
特
に
野
菜
は
美
味
し
い

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
が
優
し
い
こ
と
も
魅
力
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
や
女
子
プ

ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、「
お
も
て
な

し
の
心
」
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

身
に
つ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
、「
お
も
て
な

し
」
と
言
葉
的
に
は
言
い
ま
す
け
ど
も
、
大
き
な
都
市
に

行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
希
薄
に
な
る
人
間
関
係
で
す
が
、
日

向
市
で
は
近
い
関
係
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
魅
力
か
な
と
思
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
、国
民
的
歌
人
、若
山
牧
水
の
生
誕
の
地
で
、

生
家
が
残
る
坪
谷
地
区
に
は
、
牧
水
公
園
や
若
山
牧
水
記

念
文
学
館
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

沿
岸
部
に
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
観
光
地
「
馬
ヶ
背
」

や
「
願
い
が
叶
う
ク
ル
ス
の
海
」
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
景

色
・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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【 願いが叶うクルスの海】
　巨大な岩礁の裂け目が、十文字に見えることか
ら「クルスの海」と呼ばれています。また、横の
岩場と十文字が合わさり「叶」と見えることから、
ここで祈りを捧げると願いが叶うと言い伝えられ
ています。

【 サーフィンのまち、日向】
　日向市には、美しい朝日と温かい海、特徴の異なる４つのビーチがあり、
波の宝庫と評価が高く、多くのサーファーが訪れています。無料駐車場
や温水シャワー、トイレが整備されたビーチハウスもあり、年間を通し
てサーフィンが楽しめる環境が整っています。

【歌人 若山牧水の生家】
　若山牧水は、自然と旅、酒を愛した明治大正時代の歌人です。43年
という短い生涯の中で、およそ9千首もの歌を残しています。1845 年に
建てられた生家は、県指定史跡に指定されています。

【細島いわがき】
　日向市細島は岩ガキの
一大生産拠点。湾内で大
切に育てられた岩ガキは旨
みたっぷりで春から夏場に
かけてが旬。独自の滅菌シ
ステムを採用しており、食
の安全にも配慮されていま
す。

特
産
品
や
名
所
を
紹
介

日
向
市
の

十
と
屋
や
幸
こう
平
へい
市長 プロフィール

出　身
宮崎県日向市

経　歴
平成７年５月　日向市議会議員
平成15年４月　宮崎県議会議員
平成23年５月　宮崎県議会　副議長就任
平成25年５月　宮崎県　監査委員就任
平成28年３月　日向市長

ふるさと融資の概要

事 業 者 八興運輸㈱

事 業 名 貨物船建造事業

実施年度 平成 13 年度

設備投資額 1,332 百万円

貸 付 額 260 百万円

雇 用 増 10 人

【平兵衛酢（ヘベス）】
　夏が旬の特産「ヘベス」
は皮が薄く種が少ないのが
特徴で、まろやかな酸味と
さわやかな香りはどんな料
理にも相性抜群。ヘベスに
魅了された料理人も多く、
都内では約 50 店舗で取り
扱われています。
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社長に聞く
宮崎県■日向市

八興運輸株式会社
代表取締役社長 三輪 亮介氏

●

　
地
域
経
済
を
支
え
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
に
物
流

が
あ
り
ま
す
。
工
場
は
部
品
や
原
料
の
搬
入
と
製
品

の
出
荷
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
地
元
の
農
・
林
・
水
産
物
も
同
様
で
す
。
こ

の
貨
物
輸
送
の
担
い
手
と
し
て
、
環
境
負
荷
軽
減
な

ど
の
た
め
に
車
か
ら
鉄
道
、
海
運
に
転
換
し
よ
う
と

す
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
政
策
が
進
む
中
で
、
低
コ
ス

ト
で
大
量
輸
送
が
可
能
な
「
海
運
」
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
地
域
に
根
ざ
し
た
海
運
を
核
に
内

航
海
陸
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
で
差
別
化
を
図
っ
て
い

る
宮
崎
県
日
向
市
の
総
合
物
流
会
社
、
八
興
運
輸
株

式
会
社
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
大
手
海
運
会
社

と
は
ひ
と
味
違
う
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

細
島
港
の
振
興
願
い
会
社
設
立

八
興
運
輸
株
式
会
社
は
昭
和
28
年
に
、
三
輪
亮
介

社
長
の
祖
父
ら
８
人
が
地
元
の
細
島
港
の
振
興
を
図

る
た
め
前
身
の
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
細
島
港

は
天
然
の
商
業
港
と
新
設
さ
れ
た
工
業
港
に
分
か
れ

ま
す
。
標
高
１
０
０
㍍
ほ
ど
の
山
に
挟
ま
れ
入
り
江

状
に
な
っ
て
い
る
商
業
港
は
、
海
上
交
通
の
難
所
と

い
わ
れ
る
日
向
灘
か
ら
の
大
波
の
影
響
も
受
け
な
い

た
め
古
代
か
ら
良
港
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
以

降
、
東
九
州
の
交
易
の
拠
点
と
し
て
整
備
が
進
み
、

昭
和
26
年
に
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
昭
和
39

年
に
は
新
た
に
コ
ン
テ
ナ
船
も
接
岸
で
き
る
施
設
が

建
設
さ
れ
、
国
際
工
業
港
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
工
業
港
横
に
八
興
運
輸
本
社
が
あ
り
ま
す
。

「ふるさと企業大賞」に輝いた

平成 30 年度ふるさと企業大賞

「
海
陸
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
」に

一
工
夫
、
差
別
化
図
る
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取
材
に
伺
う
と
、
岸
壁
に
は
現
在
の
主
力
貨
物
船
で

あ
る
Ｒロ

Ｏー

Ｒロ

Ｏー

船せ
ん
「
は
っ
こ
う
21
」（
２
１
８
７
㌧
、

積
載
容
量
：
シ
ャ
ー
シ
ー
〈
13
㍍
換
算
。
車
輪
付
き

コ
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
荷
台
部
分
〉41
台
、乗
用
車
30
台
）

が
接
岸
し
、
積
み
降
ろ
し
作
業
の
真
っ
最
中
で
し
た
。

こ
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
と
は
、「
Ｒ
ｏ
ｌ
ｌ　

Ｏ
ｎ–

Ｒ
ｏ

ｌ
ｌ　

Ｏ
ｆ
ｆ　

Ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
（
ロ
ー
ル
オ
ン‒

ロ
ー

ル
オ
フ
・
シ
ッ
プ
）」
の
略
で
、
フ
ェ
リ
ー
と
同
じ
よ

う
に
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
が
付
い
て
い
ま
す
。
多
く
は
ト

レ
ー
ラ
ー
が
自
走
で
乗
船
し
、貨
物
を
積
ん
だ
シ
ャ
ー

シ
ー
を
切
り
離
し
て
船
側
に
載
せ(

ロ
ー
ル
オ
ン)

、

ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
だ
け
下
船
し
ま
す
。
積
み
降
ろ

し
時
は
逆
に
ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
が
船
内
に
入
っ
て

シ
ャ
ー
シ
ー
と
連
結
し
て
自
走
で
降
ろ
し
（
ロ
ー
ル

オ
フ
）、
そ
の
ま
ま
陸
送
に
移
行
し
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ

の
よ
う
に
荷
役
に
ク
レ
ー
ン
作
業
や
大
量
の
人
手
を

必
要
と
し
な
い
た
め
コ
ス
ト
抑
制
に
繋
が
り
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
が
貨
客
船
な
の
に
対
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

は
貨
物
船
で
、
人
間
の
定
員
は
12
人
と
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
シ
ャ
ー
シ
ー
ば
か
り
で
な
く
車

も
積
載
で
き
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
貨
物
と
し
て
の

新
車
や
中
古
車
と
な
り
ま
す
。

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
で
九
州
と
関
西
を
結
ぶ

「『
は
っ
こ
う
21
』
を
建
造
し
た
の
は
平
成
13
年
で

父
が
社
長
の
時
で
す
が
、
見
込
ん
で
い
た
貨
物
量
が

確
保
で
き
ず
苦
戦
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
燃
料
高

騰
も
あ
り
、
航
路
廃
止
や
廃
業
す
る
同
業
者
も
で
た

の
で
す
が
、
事
業
の
見
直
し
や
人
員
削
減
の
痛
み
も

経
験
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
フ
ル
稼

働
状
態
で
経
営
も
黒
字
が
継
続
し
て
い
ま
す
」
と
、

三
輪
社
長
は
話
し
ま
す
。

現
在
、「
は
っ
こ
う
21
」
は
、
細
島
港
│
大
阪
・

堺
泉
北
港
│
宮
崎
港
―
細
島
港
を
週
3
便
運
航
。
内

1
便
は
兵
庫
・
播
磨
港
に
寄
港
し
て
い
ま
す
。
堺
泉

北
港
で
提
携
し
て
い
る
大
王
海
運
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
に

積
み
替
え
て
関
東
に
運
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
荷
は

主
に
細
島
↓
堺
泉
北
の
上
り
が
、
宮
崎
県
北
部
の
化

学
メ
ー
カ
ー
の
化
学
製
品
・
原
料
や
杉
を
中
心
と
す

る
木
材
、
特
産
の
焼
酎
な
ど
で
、
堺
泉
北
↓
細
島
の

下
り
が
、
新
車
・
中
古
車
や
新
聞
用
紙
な
ど
を
運
ん

で
き
ま
す
。

長
い
間
、
物
流
は
車
両
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
陸
運

発
展
の
影
に
隠
れ
て
海
運
は
脇
役
で
し
た
が
、
長
距

Roll On
Roll Off

「荷主に安心輸送を写真でアピール」

ランプウェイからトレーラーヘッドが乗船

積み込まれていたシャーシー

トレーラーヘッドとシャーシーが連結される

トレーラーとして一体になり、届け先に

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
の
仕
組
み
（
積
み
降
ろ
し
）

積み込みはこの逆の流れに

平成 13 年から東九州ー関西、関東の
物流を担ってきた「はっこう 21」
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離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
手
不
足
と
長
時
間
労
働
問
題

の
解
消
、
加
え
て
温
暖
化
対
策
と
し
て
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
抑
制
を
図
る
た
め
、
国
は
幹
線

物
流
を
車
か
ら
鉄
道･

海
運
に
シ
フ
ト
す
る
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
政
策
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
時
代
の

流
れ
は
海
運
復
活
を
後
押
し
し
た
の
で
す
。

見
積
書
に
も
写
真
、
荷
主
の
評
価
得
る

八
興
運
輸
は
、
荷
主
の
利
便
性
を
高
め
、
物
流
コ

ス
ト
の
低
減
を
図
る
た
め
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
物
流
の

「
内
航
海
陸
一
貫
輸
送
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
輸
送
方
式
は
他
の
海
運
会
社

も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
三
輪
社
長
は
、大
手
海
運
会
社
に
は
な
い
、

ひ
と
味
違
う
工
夫
を
す
る
た
め
、
集
荷
か
ら
船
内
の

積
み
付
け
、
配
達
ま
で
の
写
真
を
撮
っ
て
荷
主
に
提

示
す
る
よ
う
に
し
、
見
積
書
に
も
写
真
を
添
付
し
て

説
明
す
る
そ
う
で
す
。
単
に
数
字
だ
け
で
は
な
く
、

荷
物
を
丁
寧
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
目
で
見
て
い
た

だ
き
、
安
心
し
て
依
頼
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
具
現
化
し
た
も
の
で
す
。

来
年
就
航
の
新
造
船
は
２
倍
に
大
型
化

こ
う
し
た
努
力
が
奏
功
し
て
受
注
が
増
え
た
結
果
、

積
荷
を
断
る
場
面
が
出
て
き
ま
し
た
。
う
れ
し
い
悲

鳴
で
す
。
船
内
電
源
の
不
足
か
ら
温
度
管
理
が
難
し

く
、
こ
れ
ま
で
は
手
つ
か
ず
だ
っ
た
農
産
品
の
引
き

合
い
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
貨
物
増
加
の
背
景

と
「
は
っ
こ
う
21
」
の
老
朽
化
か
ら
後
継
船
を
建
造

し
て
い
ま
す
。
来
年
1
月
に
就
航
予
定
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｏ　

ひ
な
た
」
で
す
。
総
ト
ン
数
は

ほ
ぼ
２
倍
の
４
９
９
９
㌧
、
積
載
容
量
は
シ
ャ
ー

シ
ー
（
13
㍍
換
算
）
71
台
、
乗
用
車
は
１
０
０
台
と

な
り
ま
す
。
２
２
０
ボ
ル
ト
の
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
を

20
個
取
り
付
け
て
生
鮮
品
輸
送
に
も
対
応
、
機
能
は

大
幅
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
で
す
。
航
路
、
便
数
は
現
在

と
同
じ
で
す
が
、
燃
料
に
硫
黄
酸
化
物
（
Ｓ
Ｏ
ｘ
）

規
制
適
合
油
を
使
用
し
、Ｓ
Ｏ
ｘ
や
粒
子
状
物
質（
Ｐ

Ｍ
）
の
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。

家
族
に
誇
れ
る
会
社
に

「
は
っ
こ
う
21
」
の
建
造
時
に
ふ
る
さ
と
融
資
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
建
造
し
て
船
を
浮

か
べ
て
も
直
ぐ
に
荷
物
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
利
子
負
担
が
無
い
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
。
15
年
以
上
『
は
っ
こ
う
21
』
を
運
航
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
と

日
向
市
か
ら
評
価
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
に
推

薦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
三
輪
社
長
。
そ
し
て
今
度
の
「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｏ　

ひ
な
た
」
建
造
で
も
ふ
る
さ
と
融
資
の
利
用
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

平成 30 年度ふるさと企業大賞

「地域に必要とされる会社に」

来年就航する『HAKKO ひなた』の完成イメージ図。全長 121 メートル、幅 16.7
メートル、総トン数 2,242 トンの「はっこう 21」から全長 134 メートル、幅 21 メー
トル、総トン数 4,999 トンに大幅スケールアップ。貨物の温度管理などに使われ
る電源も増強される

「時代を先取りし、永遠に成長し続ける」を経営理念に掲げる三輪社長
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地
元
細
島
港
の
活
用
と
発
展
を
目
指
し
て
生
ま
れ

た
八
興
運
輸
に
は
、
地
域
振
興
に
強
い
思
い
が
あ
り

ま
す
。
従
業
員
は
ほ
と
ん
ど
地
元
日
向
市
在
住
で
、

イ
ベ
ン
ト
や
地
域
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。
三
輪
社
長
は
あ
る
べ
き
会
社
の
姿
と
し
て

「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
、
従
業
員
が
家
族
に
誇
れ
る

よ
う
な
会
社
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
半
世
紀

以
上
、
地
域
の
経
済
活
動
を
支
え
る
動
脈
物
流
を
担

い
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
結
果
と
し
て
、
既

に
地
域
に
認
め
ら
れ
、「
家
族
に
誇
れ
る
会
社
」
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

地
域
と
の
関
わ
り
で
は
、
日
向
市
、
大
阪
府
泉
大

津
市
、
高
知
県
と
大
規
模
災
害
時
に
協
力
し
合
う

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
の
西
日

本
豪
雨
に
よ
り
鉄
道
輸
送
が
寸
断
さ
れ
た
際
に
は
、

代
替
手
段
と
し
て
「
は
っ
こ
う
21
」
が
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

時
代
を
先
取
り
、
成
長
永
遠
に

日
向
市
は
工
業
立
地
に
積
極
的
で
す
が
、
八
興
運

輸
の
存
在
が
誘
致
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
陸
路
の
ほ
か
に
海
路
の
安
定
的
な
物
流
手
段

が
あ
る
こ
と
は
災
害
時
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
に
な
る

た
め
進
出
決
定
に
繋
が
る
の
で
し
ょ
う
。
工
場
立
地

が
進
む
と
労
働
力
確
保
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
26
年
に
人
材
派
遣
会
社
八
興

ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
を
設
立
し
ま
し
た
。
労
働
力
不
足
を

解
消
し
て
生
産
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
、
貨
物
も
増

え
る
と
い
う
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
構
図
で
す
。

内
航
海
運
を
核
に
、
一
貫
輸
送
を
行
う
陸
運
や
中

国
・
上
海
、
韓
国
・
釜
山
へ
の
コ
ン
テ
ナ
便
の
船
舶

代
理
店
業
務
な
ど
業
務
の
多
角
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
そ
こ
に
人
材
派
遣
も
加
わ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
「
た
え
ず
時
代
を
先
取
り
し
、
永
遠
に
成
長

し
て
い
く
」
の
経
営
理
念
に
沿
う
も
の
で
す
。
新
船

「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｏ　

ひ
な
た
」
の
投
入
で
さ
ら
な
る
成

長
を
感
じ
ま
し
た
。

Company Profi le

概　要

 八興運輸株式会社   

 127人

  海運、陸運、港湾荷役などを通じた内航海陸
一貫輸送事業

  
本　　　社  〒883-0065 宮崎県日向市船場町1番1 
 TEL: 0982-52-2185
 FAX: 0982-52-2186
宮崎営業所  〒880-0858  宮崎県宮崎市港1丁目16番地 
 TEL: 0985-25-4114
大阪営業所  〒595-0074  大阪府泉大津市小津島町4番地 
 TEL: 0725-90-5385

  株式会社八興商事
ヴァンライナーサービス株式会社
八興ヒューテック株式会社

 http://www.hakko-unyu.co.jp/　

 八興運輸株式会社   会 社 名

 127人従業員数

  海運、陸運、港湾荷役などを通じた内航海陸主な業務

  所 在 地

  株式会社八興商事関連会社  

 http://www.hakko-unyu.co.jp/　U R L  

沿　革

昭和28年 八興商事として創立。海運業、商事業を営む 

昭和33年 細島港─阪神、東京航路を開設

昭和42年 八興運輸株式会社に社名変更

昭和45年 大阪営業所、宮崎営業所を開設

平成 5 年 細島港─韓国・釜山定期貨物航路を開設

平成10年 福岡営業所を開設

平成13年 RORO 貨物船「はっこう 21」が就航
※推薦事業（ふるさと融資活用 260 百万円）

平成20年 ISO9001 認証取得。本社（外貿課除く）

平成25年 細島港─中国・上海定期貨物航路を開設

平成30年 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞
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企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村が支援を行う場合に、財団が当該市町村に対し補助
金を交付することで、地域産業の育成・振興に資するよう地域における投資や雇用の創出を促進するものです

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
事
故
を
防
ぐ

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ダ
ルⓇ

」開
発

岡
山
県
■
美
作
市

株
式
会
社 

英あ
い
だ田

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ  

ふるさとものづくり支援事業

開発には「技術の力」で悲惨な踏み間違い事故を防ぎたい、という想いが込められた

地域産業の育成と発展を支援

　
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
に
よ
る

悲
惨
な
車
の
暴
走
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
平
成
25
年

に
は
全
国
で
６
４
０
０
件
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
故
は
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
ほ
ど
発
生
率
が
高
い
の
が
特
徴

で
す
が
、
高
齢
化
が
進
む
地
方
、
と
り
わ
け
中
山
間
地
域

で
車
は
生
活
の
一
部
。
踏
み
間
違
い
事
故
を
防
ぐ
手
立
て

は
社
会
の
喫
緊
の
重
要
課
題
な
の
で
す
。
そ
こ
で
立
ち
上

が
っ
た
の
が
、
株
式
会
社
英
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
し

た
。
完
成
し
た
製
品
は
ア
ク
セ
ル
を
非
常
に
強
く
踏
む
と

ア
ク
セ
ル
機
能
が
解
除
さ
れ
、
自
動
で
ブ
レ
ー
キ
が
掛
か

る
取
り
付
け
型
ペ
ダ
ル
装
置「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ダ
ル
Ⓡ
」で
す
。

熱
い
想
い
で
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
万ま
ん
殿ど

の
貴
志
社
長
に

伺
い
ま
し
た
。

乗
り
慣
れ
て
い
る
車
に
装
着
可
の
装
置
を

「
岡
山
で
も
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
え
で
多
重
衝
突
事
故

が
起
き
、
子
ど
も
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
に

多
い
事
故
で
す
が
、
代
わ
っ
て
運
転
し
て
く
れ
る
若
い
家

族
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
年
寄
り

か
ら
車
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
中
山
間
地
域
で
は
病
院
も
買

い
物
も
友
達
に
会
う
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
衝
突
防

止
装
置
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
新
車
を
買
う
の
は
大
変
な
の

で
、
乗
り
慣
れ
て
い
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
に
付
け
ら

れ
る
装
置
を
工
夫
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」。
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「
ち
ょ
っ
と
進
ん
だ
も
の
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
ユ
ニ
ー

ク
な
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
た
万
殿
社
長
は
こ
ん
な
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
美
作
市
長
か
ら
相
談

が
飛
び
込
み
ま
す
。「
踏
み
間
違
え
を
防
ぐ
装
置
の
特
許

を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
」。
地
元
の
自
動
車
修
理
工
場
の
経
営
者
が
掴
ん

だ
情
報
で
し
た
。
埼
玉
県
の
特
許
権
者
は
手
づ
く
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
機
能
検
査
も
行
っ
て
お
ら
ず
、
製
品
化
す

る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

万
殿
社
長
は
自
社
で
製
品
化
に
取
り
組
む
決
断
を
し
ま

す
。
し
か
し
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
車
に
搭
載
す
る
装
置

で
す
。
安
全
面
か
ら
の
検
証
が
必
要
で
す
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
車
種
に
搭
載
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
開
発
が
簡

単
で
は
な
い
こ
と
は
想
定
で
き
ま
し
た
。

財
団
補
助
金
が
開
発
を
後
押
し
　

開
発
の
挑
戦
に
は
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。
製
品
化
で
き

る
か
ど
う
か
は
未
知
数
、
投
資
資
金
が
回
収
で
き
る
か
ど

う
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
多
様
な
資
金
の
手
当
て

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
美
作
市
役
所
が
ふ
る

さ
と
財
団
の
「
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
」
補
助

金
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
に
よ

る
事
故
を
防
ぐ
ペ
ダ
ル
装
置
の
開
発
」
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
、
約
９
０
０
万
円
の
同
補
助
金
が
開
発
の
後
押
し
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
わ
が
社
で
９
０
０
万
円
を

純
利
益
か
ら
捻
出
す
る
な
ら
１
億
円
以
上
の
売
り
上
げ
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
補
助
金

で
開
発
費
の
３
分
の
２
が
補
填
さ
れ
た
こ
と
で
、
株
主
な

ど
の
理
解
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
補
助
金

の
申
請
な
ど
で
市
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
政

か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
大
き
な
信
用
を

得
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
研
究
開
発
を
さ
れ
る
企
業
は

ぜ
ひ
活
用
さ
れ
た
ら
い
い
制
度
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
、

万
殿
社
長
は
振
り
返
り
ま
す
。

異
常
踏
み
込
み
で
ア
ク
セ
ル
解
除
し
、
ブ
レ
ー
キ
作
動

暴
走
が
起
こ
る
の
は
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
ブ
レ
ー

キ
と
勘
違
い
し
て
ア
ク
セ
ル
を
力
い
っ
ぱ
い
踏
み
込
み
ア

ク
セ
ル
全
開
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。
こ
れ
を

防
止
す
る
『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ダ
ル
Ⓡ

』
は
、
付
い
て
い
る
ア

ク
セ
ル
を
外
し
て
取
り
付
け
ま
す
。
通
常
運
転
時
は
普
通

の
ア
ク
セ
ル
と
し
て
機
能
し
ま
す
が
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

す
な
ど
し
て
約
10
㌔
㌘
以
上
の
異
常
に
強
い
踏
み
込
み
力

が
掛
か
る
と
ア
ク
セ
ル
機
能
が
解
除
さ
れ
て
ブ
レ
ー
キ
と

連
動
、
自
動
的
に
ブ
レ
ー
キ
機
能
が
作
動
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
通
常
時
は
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
も
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
も

普
通
に
操
作
で
き
ま
す
。　

し
か
し
開
発
を
始
め
る
と
難
題
が
次
々
に
襲
っ
て
き
ま

し
た
。
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
位
置
や
構
造
は
車
種
、

型
式
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
構
造
自
体
は
シ
ン
プ
ル
で
も

そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
や
構
造
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
試
作
装
置
は
製
作
に
1
台
60
時
間
も
の
時

間
が
掛
か
り
ま
し
た
。
現
場
か
ら
は
「
こ
れ
で
は
量
産
化

な
ん
か
で
き
な
い
。
も
う
撤
退
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
声
も
で
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
万
殿
社
長
は
諦
め
ま
せ
ん
。「
こ
の
製
品
は

金
儲
け
で
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
。
お
年
寄

り
が
車
を
使
っ
て
元
気
に
活
き
活
き
と
生
活
し
て
い
っ
て

ぐっ！ぐっ！

ぐっ！

間違って
アクセルペダルを
大きく踏み込む

アクセル機能が解除され
自動でブレーキがかかる

間違って
アクセルペダルを
大きく踏み込む

普通のペダルの場合

急発進

ストップペダルⓇの場合
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ほ
し
い
か
ら
だ
。
こ
の
〝
大
義
〞
を
実
現
す
る
た
め
に
頑

張
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」。
た
び
た
び
深
夜
ま
で
激
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

取
り
付
け
費
含
め
13
万
円
程
度

事
故
防
止
装
置
が
原
因
で
事
故
が
起
き
る
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
「
５
万
回
の
作
動
に
耐
え

る
装
置
」
を
目
標
に
製
作
。
一
般
財
団
法
人
日
本
車
輌
検

査
協
会
な
ど
で
の
強
度
、
耐
久
、
振
動
の
各
試
験
を
経
て
、

材
質
な
ど
に
修
正
を
加
え
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト

も
行
い
、
よ
う
や
く
製
品
と
し
て
完
成
し
、
今
春
か
ら
販

売
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ダ
ル
Ⓡ

」
は

お
年
寄
り
が
多
く
乗
っ
て
い
る
車
10
車
種
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
価
格
は
９
万
９
８
０
０
円
（
税
別
、
取
り
付
け
費

用
別
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
装
置
は
生
産
物
賠
償
責
任
保
険
（
Ｐ
Ｌ
保
険
）
に
入

っ
て
い
ま
す
が
、
取
り
付
け
る
自
動
車
修
理
業
者
に
も
Ｐ

Ｌ
保
険
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
取
り
付
け
は
当

社
が
選
ん
だ
信
頼
で
き
る
国
指
定
の
修
理
業
者
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
面
は
福
祉
車
両
を
手
掛
け
る
日
本

福
祉
車
両
協
会
加
入
業
者
に
な
り
ま
す
。
取
り
付
け
後
は

半
年
ご
と
に
定
期
点
検
が
必
要
で
す
」。
万
殿
社
長
の
安

全
へ
の
こ
だ
わ
り
が
徹
底
し
て
い
る
の
は
、
装
置
を
つ
く

る
〝
大
義
〞
に
通
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

販
売
前
か
ら
引
き
合
い
が
多
数
来
ま
し
た
。
地
元
周
辺

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
踏
み
間
違
え
事
故
が

深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
証
左
で
し
ょ

う
。
取
り
付
け
費
を
加
え
て
も
13
万
円
ほ
ど
と
低
価
格
で

す
が
、
美
作
市
が
補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
る
な
ど
行
政

の
支
援
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
販
売
動
向
を
睨
み
な
が

ら
本
格
的
な
量
産
化
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

社
会
的
ニ
ー
ズ
の
大
き
さ
か
ら
期
待
が
持
て
る
と
思
い

ま
す
。

「ものづくりを通じて地域・社会に貢献する」経営理念を掲げる万殿
社長

株
式
会
社
英
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
様
は
県
北
で
は
数
少
な
い
研
究
開

発
型
の
企
業
で
、
同
社
の
発
展
は
地

元
雇
用
の
み
な
ら
ず
、
美
作
市
の
産

業
振
興
全
体
の
観
点
か
ら
も
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
ま
で
美
作
市
は
、「
動
画
作

成
費
用
補
助
金
」
や
「
展
示
会
出
展

費
用
補
助
金
」
等
で
支
援
。
同
社
は

こ
れ
ら
の
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用

し
、
事
業
機
会
や
販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。今
回
の「
ペ

ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事
故
を

防
ぐ
車
両
用
ペ
ダ
ル
装
置
」
に
関
し

て
も
、
市
独
自
の
消
費
者
向
け
補
助

制
度
が
福
祉
部
局
を
中
心
に
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
定
の
商
品
の
み
を

対
象
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
装
置
の
普
及
に
向
け
て
市
と
し

て
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

美
作
市
経
済
部
商
工
観
光
課

主
査
　
影
山
大
輔
氏

Company Profile

株式会社 英
あいだ

田エンジニアリング
代 表 者▶万

まん

殿
どの

　貴志
事業内容▶ 冷間ロール成形機、造管

機、無人駐車場・駐輪場
管理システム等の企画・
設計・製造・販売

所 在 地▶ 〒701-2603 
岡山県美作市三保原678 

電 　 話▶0868-74-3637
U　R　L▶http://www.aida-eng.co.jp/
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美作市は、岡山県の北東部に位置する面積429.29平方キロメートル、
人口約 3万人の街です。北は鳥取県、東は兵庫県と接し、地域全体に緑
豊かな山々と、清らかな川の流れ、その周辺に広がる田園などが調和し
て落ち着きのある景観を形成しています。
市内には湯郷温泉があり、京阪神の奥座敷として人気を集めています。

また、剣聖・宮本武蔵の生誕地をはじめ、F1が開催された岡山国際サー
キットなど豊富な観光資源に恵まれ、多くの観光客が訪れています。

【木地師の館】
　梶並川の上流、木地山地
区は今から約 450 年ほど前
から木地師たちが、自然木
を加工して生活用品を製造
してきました。伝統継承の
館「木地師の館」では、ヒノキ、トチなどの天然木材を使用して、
菓子器や盆など本格的な木地細工を体験することができます。

【湯
ゆの

郷
ごう

温泉】
　湯郷温泉は、岡山県北エリア（旧美作国）にある、湯原温泉、奥津温泉
と合わせた美

みま

作
さか

三
さん

湯
とう

の 1つ。由来は今から約 1200 年前に、円仁法師が西国
巡礼の際に、1羽の白鷺が足の傷を癒しているのを見て、温泉を発見したと
伝えられており、別名「鷺の湯」。泉質はラジウム気泡を含む塩化物泉。無
色透明の湯は肌がつるつるになると評判で、別名「美人の湯」とも呼ばれ
ています。

地
元
探
訪

OKAYAMA

美作市

【雲海】
　標高 500メートルの大芦高原から望む雲海。10 月下旬から2月上旬のよく冷え込んだ早
朝に現れます。
　美作の山々が大小の島のように浮かぶ様は言葉にならないほどの美しさです。

【地
ジ

美
ビ

恵
エ

の郷　みまさか】
　農作物等に被害を与える有害獣であるイノシ
シとニホンジカを地域資源として有効利用するた
め、獣肉処理施設を整備し、食肉処理することで
好循環となる有害獣対策に取り組んでいます。地
域の美味しい恵みである、ジビエを湯郷温泉と一
緒にお楽しみください。

美作市ホームページ
http://www.city.mimasaka.lg.jp/
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ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
ブ
ラ
ン
ド
・ 

情
報
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
　

加
速
す
る
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
自
治
体

の
消
滅
可
能
性
な
ど
暗
い
話
が
多
い
で
す
が
、

危
機
の
な
か
に
も
機
会
が
あ
り
、
危
機
意
識

か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
生
ま
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
新
し
い
動
き
が
起
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
で
き
て
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
発
想
が
か
な
り
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
み
た
ス
ポ
ー
ツ

で
も
、
政
府
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
産
業
の
規
模
を
今
の
５
兆
円
か
ら
15
兆
円

へ
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
課
題
解
決
や
、
モ

ノ
づ
く
り
か
ら
コ
ト
づ
く
り
へ
の
動
き
、
既

に
あ
る
学
校
や
公
園
、
廃
校
の
活
用
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
が
非
常
に

重
要
で
す
。
私
の
実
感
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
体
育
館
や
運
動
場
で

の
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
く
て
、
自
然
の
中

で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
遊
ん
で
い
る
人
の
人
口
が

増
え
、
体
験
型
消
費
も
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
の
が
実
感
で
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
軽
量
化
・
高
機
能

化
・
携
帯
性
が
向
上
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
な
も
の
が
増
え
た
こ
と
で
、
女
性
参
加
の

増
加
、
山
ガ
ー
ル
が
登
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
フ
ァ
ン
ラ
ン
ま
で
含
め

た
マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
3
千
く
ら
い
あ
り
、

耐
久
性
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
増
加
、
少
し

贅
沢
な
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

も
人
気
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
が
起
点
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
発
展
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
、
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ
ー
ナ
の
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
充
実
、
と

自
律
的
好
循
環
が
実
現
す
る
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
活
性
化
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
商
品
の
開
発
、
大
会
誘

致
、合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
誘
致
な
ど
を
通
し
て
、

経
済
効
果
だ
け
で
な
く
社
会
的
な
効
果
も
創

り
出
し
ま
す
。
特
に
、
ま
ち
づ
く
り
、
都
市

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
、
地
域
の
一
体
感

醸
成
や
、
増
え
る
訪
日
客
を
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ス
ト
と
し
て
誘
客
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
物
を
動
か
す 

仕
組
み
を
つ
く
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＝
旅
行
目
的
地
を

ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
は
、
自
治
体
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。
私
が
今
、
代
表

理
事
を
務
め
て
い
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
機
構
で
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
運
動
を
支
援
し
、

こ
の
課
題
解
決
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
×
観
光
と
い
う
の
は
非
常
に

面
白
い
。
自
然
資
源
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
的
な
動
き

や
社
会
的
な
効
果
が
出
て
く
る
。
例
え
ば

リ
バ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
す
。
徳
島
県
の
吉

野
川
の
川
沿
い
に
は
10
社
以
上
の
リ
バ
ー

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
業
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
し

て
い
ま
す
。
毎
週
都
会
か
ら
若
い
人
が
来

て
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
、
食
べ

て
、
飲
ん
で
、
お
土
産
を
買
っ
て
帰
っ
て
い

く
。
リ
バ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
生
活
を
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

っ
て
雇
用
も
増
え
る
。

何
も
な
い
と
こ
ろ
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

つ
く
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基
本

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
明
確
な
目
的
を
活

用
し
て
、
新
し
い
旅
行
需
要
を
創
出
す
る
。

こ
こ
に
来
る
理
由
を
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
方
で
は
素
晴
ら
し
い
自
然
資

源
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
人
口
減
の
一
方
で
自
然
の
豊

か
さ
は
増
え
て
い
く
、
そ
こ
に
あ
る
可
能
性

が
日
本
の
未
来
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
性
化
に
向
け

て
、
内
閣
府
は
「
未
来
投
資
戦
略
」（
２
０

地域産業交流セミナー

『
地
方
創
生
×
ス
ポ
ー
ツ
』

〜
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち
の
創
造
〜

講
演

1
地
方
創
生
×
ス
ポ
ー
ツ
：

ス
ポ
ー
ツ
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
新
潮
流

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授

 

（
は
ら
だ
　
む
ね
ひ
こ
）

原
田
宗
彦
氏

平
成
30
年
10
月
24
日（
水
）

平
成
30
年
度 

地
域
産
業
交
流
セ
ミ
ナ
ー

　大阪生まれ。ペンシルバニ
ア州立大学健康・体育・レク
リエーション学部博士課程修
了（Ph.D.）。鹿屋体育大学助
手、フルブライト上級研究員

（テキサスＡ＆Ｍ大学）、大阪
体育大学大学院教授などを経
て、2005 年から早稲田大学
スポーツ科学学術院教授。一
般社団法人日本スポーツツー
リズム推進機構代表理事、日
本スポーツマネジメント学会
会長、J リーグ参与を務める。

統
一
テ
ー
マ
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１
７
年
）
の
中
で
、
①
官
民
協
働
に
よ
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
策
定
す
る
官
民
協
議

会
の
立
ち
上
げ
、
②
地
方
公
共
団
体
・
ス

ポ
ー
ツ
団
体
・
観
光
産
業
等
が
連
携
し
た

『
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
の
取
り

組
み
の
支
援
、
そ
し
て
③
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

芸
術
・
観
光
の
分
野
に
お
け
る
さ
ら
な
る
連

携
・
融
合
の
促
進
（
文
化
庁
・
観
光
庁
・
ス

ポ
ー
ツ
庁
と
環
境
省
の
３
庁
１
省
の
連
携
に

よ
る
）と
い
う
三
つ
の
戦
略
を
掲
げ
ま
し
た
。

今
回
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た

モ
ン
ベ
ル
さ
ん
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

官
民
連
携
協
議
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
中
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
二
つ
を
や
っ

て
い
こ
う
と
動
い
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

自
然
環
境
の
中
で
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
景

観
・
環
境
・
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
身
体
活

動
を
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
で
き
ま
す
。
海
、
山
、
川
、
森
、

雪
は
再
生
産
可
能
な
資
源
で
す
。
日
本
は
山

が
高
く
て
谷
が
深
く
、
南
北
に
非
常
に
長
い

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
の
は
非
常
に
立

体
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
環
境
省
で

も
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、こ
れ
ま
で
の
自
然
資
源
の「
保
存
」か
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

的
な
発
想
で
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
イ
ン
タ
ー
プ

リ
タ
ー
（
自
然
解
説
員
）
の
数
を
増
や
し
、

ツ
ー
リ
ス
ト
に
開
放
し
て
い
く
自
然
の
「
賢

明
な
利
用
」
の
方
向
へ
と
舵
を
切
り
は
じ
め

ま
し
た
。

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
が
、
武
道
や
武
術
の
見
学
、

観
戦
、
実
技
体
験
、
施
設
見
学
な
ど
、
日
本

で
し
か
体
験
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
、

伝
統
文
化
・
精
神
文
化
が
融
合
し
た
希
少
性

の
高
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。
私
と
ス
ポ
ー
ツ

庁
が
一
緒
に
考
え
た
概
念
の
整
理
で
す
が
、

①
柔
道
、
剣
道
、
空
手
、
弓
道
な
ど
卓
越
し

た
技
能
、
心
技
体
の
修
練
・
修
行
を
行
う
、

精
神
世
界
に
触
れ
る
伝
統
的
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
「
武
道
」
と
、
②
文
化
的
側
面
が
強
く

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
備
え
る
流
鏑
馬
や
日
本
泳
法
な
ど
の
武

芸
、
あ
る
い
は
忍
者
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ
な
ど
武
道
か
ら
波
及
し
た
文
化
や
伝
統
的

要
素
を
楽
し
む
広
範
な
領
域
の「
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
」、

そ
の
双
方
を
両
輪
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
で

日
本
独
自
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
す
。

２
０
１
３
年
こ
ろ
か
ら
訪
日
外
国
人
が
急

増
し
２
０
１
７
年
に
は
2
千
８
百
万
人
に
な

り
ま
し
た
。
政
府
は
２
０
２
０
年
に
4
千
万

人
と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
伸
び
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
面
か
ら
も
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
従
来
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
は
「
都
市
型
・
モ
ノ
消

費
」
で
、
百
貨
店
や
家
電
量
販
店
な
ど
で
の

消
費
が
主
流
で
、「
地
方
型
・
モ
ノ
消
費
」

は
弱
い
。
道
の
駅
ご
と
の
特
産
品
や
物
産
品

の
多
様
性
は
日
本
に
し
か
な
い
も
の
で
、「
地

方
型
・
モ
ノ
消
費
」
は
今
後
さ
ら
に
伸
ば
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。注

目
す
べ
き
は
「
地
方
型
・
コ
ト
消
費
」、

す
な
わ
ち
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
リ

バ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
、フ
ォ

レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
田
舎
暮
ら
し
体

験
、
農
業
体
験
な
ど
、
今
後
可
能
性
が
あ
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
４
割
は
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
リ

ピ
ー
ト
率
が
増
え
る
に
つ
れ
て
地
方
に
行

き
、
地
方
に
行
く
ほ
ど
支
出
が
増
え
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
コ
ト
消
費
に
焦

点
を
あ
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

で
は
、
誰
が
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛

り
上
げ
て
い
く
か
。今
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
機
構
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
域

に
ス
ポ
ー
ツ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ろ
う

と
動
い
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

活
性
化
へ
、
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
を
上
げ
る
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
健
康
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
命

名
権
、
企
業
協
賛
金
、
指
導
者
派
遣
等
で
地

域
内
か
ら
収
入
を
得
る「
地
域
資
産
形
成
型
」

（
イ
ン
ナ
ー
）
の
施
策
と
、
観
戦
型
・
参
加

型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
実
施
や
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
誘
客
、
施
設
運
営
、
合
宿
誘

致
、
企
業
協
賛
金
な
ど
地
域
外
か
ら
の
収
入

を
得
る
「
域
外
交
流
振
興
型
」（
ア
ウ
タ
ー
）

の
施
策
が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ナ
ー
と
ア
ウ

タ
ー
両
方
の
施
策
を
同
時
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
る
事
業
体

が
、
地
方
公
共
団
体
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
観

光
産
業
な
ど
の
民
間
企
業
が
一
体
と
な
っ
て

組
織
さ
れ
た
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
な
の
で
す
。
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パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
の
新
し
い
場
づ
く
り

日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
空
間
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
身
近
な

公
園
、
あ
る
い
は
大
規
模
な
公
園
を
、
も
っ
と

人
が
近
づ
き
や
す
い
遊
べ
る
場
に
し
な
い
と

い
け
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
よ
り
よ
い
生

活
の
た
め
の
道
路
や
街
並
み
・
景
観
と
い
っ
た

ハ
ー
ド
面
と
、
歴
史
・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
等
の
ソ
フ
ト
面
の
双
方
か
ら
改
善
を
図
っ

て
い
く
も
の
で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
ス
ポ
ー

ツ
が
果
た
す
役
割
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
出
版
し
た
拙
著
「
ス
ポ
ー

ツ
都
市
戦
略
」（
学
芸
出
版
）
で
は
、
移
動

が
簡
単
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、
歩
き
た
く

な
る
住
環
境
の
整
備
、
そ
し
て
歩
道
、
ト
レ

イ
ル
、
自
転
車
専
用
道
な
ど
の
整
備
等
、
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
、
自
然
と
共
生
し

た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
、
小
規

模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
持
続
的
な
開
催

な
ど
が
有
効
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
人
を
呼
び
込
み
交
流
人
口

を
拡
大
し
、
地
域
密
着
型
の
Ｊ
リ
ー
グ
や
Ｂ

リ
ー
グ
と
い
っ
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

健
康
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
思
わ
ず
歩
き
た
く

な
る
、
走
り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
や
健
康

器
具
を
備
え
た
公
園
な
ど
の
設
置
も
必
要
と

な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
親
和
性
の
高
い
都

市
に
は
、
こ
の
よ
う
な
要
素
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
豊
島
区
の
南
池
袋
公
園
は
、
か

つ
て
、
浮
浪
者
が
い
た
り
、
ブ
ル
ー
テ
ン
ト

が
あ
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
行
き
た
く
な
い
場

所
だ
っ
た
の
が
、
カ
フ
ェ
が
で
き
、
芝
生
を

張
っ
て
、無
粋
な
看
板
を
な
く
し
た
こ
と
で
、

今
は
日
曜
に
な
る
と
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
が
あ
り
、

家
族
連
れ
が
芝
生
で
遊
び
、
子
ど
も
が
走
り

回
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
公
園
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
パ
ー
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
思
想
で
す
。

官
民
連
携
で
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備

ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
で
も
官
民
連
携
の

様
々
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。
Ｂ
リ
ー
グ
の
試

合
会
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
工
期
６
〜
７

カ
月
、
18
億
円
の
ロ
ー
コ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ
は

「
民
設
民
営
」。
筑
波
鉄
道
の
廃
線
跡
に
で
き

た
「
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」
は
「
公
廃
公
営
」

の
自
転
車
専
用
道
。
土
浦
駅
に
は
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、
自
転
車
も
借

り
ら
れ
、
修
理
も
で
き
る
上
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
も
手
に
入
り
、
霞
ヶ
浦
一
周
サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
と
の
結
節
点
と
し
て
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。「
公
廃
民
営
」
で
は
、
Ｂ
リ
ー

グ
チ
ー
ム
を
保
有
す
る
企
業
が
舞
洲
ア
リ
ー

ナ
を
長
期
賃
貸
借
契
約
で
運
営
し
、
練
習
利

用
、
試
合
で
の
集
客
、
命
名
権
な
ど
コ
ン
テ

ン
ツ
の
力
を
活
か
し
て
収
入
を
得
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
来
る
理
由
を
つ
く
れ
ば
人
は
来

る
と
い
う
ひ
と
つ
の
例
で
す
。
増
え
て
い
る

廃
校
も
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
の
で

社
会
体
育
施
設
と
し
て
よ
み
が
え
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
銚
子
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
は
ス
ポ
ー

ツ
で
廃
校
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
成
功
例
の
ひ

と
つ
で
す
。
千
葉
県
銚
子
市
は
人
口
減
少
で

銚
子
西
高
校
も
早
々
と
廃
校
に
な
り
、
全
く

使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
地
元
に

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
銚
子
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
銚
子
市
と
共
同
出
資
で
三
セ
ク
の

株
式
会
社
を
つ
く
り
経
営
に
乗
り
出
し
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
施
設
に
改
装
し
て
、
今
は
野

球
、
ダ
ン
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
合
宿
で
９
割
以
上
が
予
約
で
埋
ま
っ
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
に
、最
初
に
す
る
べ
き
こ
と
が
、

地
域
に
固
有
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
の
再
発
見
で

す
。
私
は
「
ス
ポ
ー
ツ
資
源
の
棚
卸
し
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
一
度
そ
こ
に
何
が
あ
る

の
か
を
、
内
部
の
人
だ
け
で
は
な
く
外
部
の

人
の
目
で
見
て
も
ら
う
と
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
分

析
し
て
い
く
と
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

次
に
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

人
材
づ
く
り
で
す
。
内
部
の
人
で
も
外
部
の

人
で
も
い
い
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
非
常

に
有
用
な
人
的
資
源
に
な
り
ま
す
。
最
近
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
要
項
を
見
て
い

る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
で
き
る

人
と
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
で
き
る
人
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
い
る
人
を
移
住
者
に
受
入
れ
て
、
地

域
で
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
も
ら
う
の
も
い
い

考
え
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー
ド
事
業
を

同
時
に
動
か
す
。
ソ
フ
ト
で
は
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
合

宿
な
ど
の
誘
致
・
開
催
な
ど
、
ハ
ー
ド
は
自

転
車
道
の
整
備
や
案
内
表
示
の
改
善
な
ど
が

あ
り
、
続
く
Ｐ
Ｒ
事
業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
非
常
に
有
効
な
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

２
０
１
８
年
1
月
の
『TRAVEL JOURNAL

』

と
い
う
雑
誌
に
、
近
く
訪
日
客
の
１
割
が
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ス
ト
に
な
る
日
は
遠
く
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
沖
縄

で
は
ア
ジ
ア
観
光
客
の
８
割
ぐ
ら
い
が
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
次
に
原
稿
を
頼
ま
れ
た
と
き
は

３
割
ぐ
ら
い
に
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
ま
ち
づ
く

り
が
大
き
く
進
展
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

地域産業交流セミナー
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「
撓た
わ

ま
ず
屈
せ
ず
」

釜
石
は
岩
手
県
の
三
陸
沿
岸
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
東
北
の
一
寒
村
の
釜
石
で
す

が
、
日
本
の
近
代
製
鉄
の
発
祥
の
町
で
す
。

な
ぜ
こ
ん
な
東
北
の
片
田
舎
が
日
本
の
近

代
製
鉄
の
発
祥
の
場
所
な
の
か
と
思
う
方

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
か
ら
１

６
０
年
前
に
南
部
藩
士
の
大
島
高
任
が
、

日
本
で
最
初
の
洋
式
高
炉
に
よ
る
製
鉄
に

成
功
し
た
の
が
釜
石
の
大
橋
で
す
。
私
ど

も
と
し
て
は
鉄
の
町
、
そ
し
て
日
本
の
近

代
化
の
礎
を
築
い
た
町
と
い
う
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
7
月
、

短
期
間
で
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
へ
の
登
録
が
決
定
し
、
23
の
構

成
資
産
の
一
つ
に
釜
石
も
入
り
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「
鉄
は
国
家
な
り
」
と
言
わ
れ
て
い
た
時

代
、
そ
の
こ
と
で
大
き
な
悲
劇
も
あ
り
ま

し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
日
本
の
製
鉄
の
約

７
割
が
釜
石
で
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
か
ら
、日
本
の
鉄
＝
釜
石
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り

ご
ろ
に
は
連
合
軍
艦
船
が
押
し
寄
せ
、
艦

砲
射
撃
で
釜
石
の
中
心
街
は
全
部
焼
け
野

原
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
、
明
治
29
年
の
大
津
波
、
昭
和
８
年

の
大
津
波
で
も
、
ま
さ
に
同
じ
場
所
が
壊
滅

的
な
状
況
に
な
り
、
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
撓た
わ

ま
ず
屈

せ
ず
」、「
不ふ

撓と
う

不ふ

屈く
つ

」
と
い
う
言
葉
が
い
つ

の
間
に
か
釜
石
の
合
言
葉
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
抱
え
る
釜
石
で
す

が
、
東
日
本
大
震
災
で
ま
た
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

震
災
か
ら
７
年
経
っ
て
、
お
か
げ
さ
ま

で
大
き
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
し

て
き
ま
し
た
。
釜
石
は
約
4
千
世
帯
が
被

災
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
４
百
世
帯
ほ
ど

が
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
お
り
ま
す
か
ら
、

復
興
は
ま
だ
道
半
ば
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
が
、
復
興
住
宅
の
建
設
あ
る
い
は
宅

地
の
造
成
も
順
調
に
進
み
、
２
０
１
９
年

の
３
月
ま
で
に
は
す
べ
て
完
了
す
る
予
定

で
す
。
た
だ
、
宅
地
造
成
が
終
わ
っ
て
も

被
災
し
た
一
人
一
人
が
家
を
再
建
す
る
と

な
る
と
、
釜
石
だ
け
で
は
な
く
て
三
陸
全

体
が
被
災
地
で
す
の
で
、
大
工
を
は
じ
め

と
す
る
建
築
会
社
が
多
忙
の
た
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
家
が
建
て
ら
れ
な
い
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、

震
災
後
に
家
を
再
建
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
人
も
、
７
年
の
間
に
体
調
を
崩
し
て
入

院
し
た
り
、
高
齢
者
は
老
人
ホ
ー
ム
に
入

っ
て
し
ま
っ
た
り
、家
族
が
亡
く
な
っ
た
り
、

今
さ
ら
家
を
建
て
る
必
要
が
な
く
な
っ
た

と
考
え
て
い
る
人
も
数
多
く
お
り
ま
す
。

被
災
し
た
一
人
一
人
の
状
況
に
対
応
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
最
後
の
一
人
ま
で
住

ま
い
の
再
建
が
で
き
る
よ
う
に
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

振
り
返
る
と
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り

ま
し
た
。
被
災
し
た
人
た
ち
が
避
難
所
か

ら
い
つ
仮
設
住
宅
に
入
れ
る
の
か
、
仮
設

住
宅
の
建
設
、
が
れ
き
の
撤
去
、
が
れ
き

と
い
っ
て
も
そ
こ
に
は
ご
遺
体
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
ご
遺
体
の
対
応
を
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
乗
り

越
え
な
が
ら
今
日
ま
で
来
て
い
ま
す
。
特

に
強
調
し
た
い
の
は
、
亡
く
な
っ
た
方
々

の
ご
遺
体
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
、
家

族
が
そ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
と
い

う
の
は
、
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

遺
体
安
置
所
に
た
く
さ
ん
の
ご
遺
体
が

並
び
、
そ
こ
に
駆
け
付
け
た
家
族
が
自
分

の
家
族
を
探
す
こ
と
が
大
変
で
し
た
。
何

カ
所
も
あ
る
遺
体
安
置
所
に
、
被
災
し
た

人
た
ち
が
家
族
を
探
し
に
行
く
た
め
に
道

路
を
通
れ
る
よ
う
に
し
、
バ
ス
を
配
車
し

て
、
今
日
は
あ
の
遺
体
安
置
所
、
明
日
は

こ
ち
ら
の
遺
体
安
置
所
、
そ
し
て
早
く
家

族
を
探
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
震
災
直
後
の
課
題
で
あ
り

ま
し
た
。

大
規
模
災
害
に
お
い
て
多
く
の
ご
遺
体

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は

国
の
防
災
制
度
の
中
に
定
め
て
あ
り
ま
せ

ん
。
何
か
し
よ
う
と
す
る
と
制
度
が
壁
に

な
り
、
そ
の
解
決
に
知
恵
を
出
す
こ
と
に

時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
は
私
ど
も
の
経
験
を
活
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
折
に
触
れ
て
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

震
災
直
後
か
ら
私
た
ち
は
被
災
し
た
人

講
演

2
小
さ
な
町
の
大
き
な
夢

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
™ 

釜
石
開
催
に
向
け
て

釜
石
市
長

	

（
の
だ
　
た
け
の
り
）

野
田
武
則
氏

　岩手県釜石市出身。2003
年 4 月の岩手県議会議員選
挙に無所属で出馬し初当選。
2007 年 11 月に釜石市長就
任。現在 3 期目。岩手県沿
岸市町村復興期成同盟会会
長。2014 年 7 月に、ラグビー
ワールドカップ 2019™ の
開催都市への立候補を表明。
2015 年 3 月国内 12 開催都
市のひとつに決定。座右の銘
は「常に誠実であれ」。
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た
ち
の
住
ま
い
の
再
建
と
併
せ
て
、
ど
う

し
た
ら
こ
の
町
の
立
て
直
し
が
で
き
る
の

か
、
あ
る
い
は
次
の
世
代
が
こ
の
町
で
暮

ら
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

「
鉄
は
国
家
な
り
」
と
言
わ
れ
た
時
代
は
、

釜
石
に
行
け
ば
生
活
で
き
る
、
と
東
北
各

県
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

製
鉄
所
は
、
朝
、
昼
、
夜
中
と
３
交
代
の

勤
務
で
す
か
ら
、
昼
夜
問
わ
ず
大
変
に
ぎ

や
か
な
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
鉄
の
生
産
の
縮
小
に
伴
い
釜
石
か
ら

愛
知
県
な
ど
に
多
く
の
人
が
移
住
し
ま
し

た
。
急
激
に
人
口
が
減
り
、
経
済
が
低
迷

し
、「
日
本
の
縮
図
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
縮
図
で
あ
る
釜
石
を
研
究
す
れ
ば

日
本
の
将
来
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
い
う
町
に
希
望
は
あ
る
の
か
と
、

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
玄
田
先
生

た
ち
が
「
希
望
学
」
と
い
う
新
し
い
学
問

分
野
を
創
設
し
、
震
災
前
に
一
連
の
研
究

成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う

と
い
う
矢
先
の
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。

震
災
後
、
こ
れ
か
ら
復
興
し
な
が
ら
、

こ
の
町
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
検
討
を
重
ね
て
、
10
年
で
復
興
を
成
し

遂
げ
よ
う
と
復
興
計
画
を
つ
く
り
ま
し
た
。

目
標
は
「
三
陸
の
大
地
に
光
輝
き
希
望

と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
釜
石
」
と
し
て
、

前
期
３
年
間
は
、
が
れ
き
撤
去
や
仮
設
住

宅
建
設
、
と
に
か
く
復
旧
に
力
を
入
れ
て

い
く
。
次
の
中
期
３
年
間
は
将
来
の
可
能

性
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
い
こ

う
。
後
期
４
年
間
は
復
興
後
の
町
の
姿
を

見
せ
て
い
く
「
自
立
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
現
在
は
後
期

の
２
年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。

中
期
３
年
間
で
様
々
な
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
。「
オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
釜
石
」
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
い
る
町
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
は
地
元
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

外
部
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
も
ら
っ

て
、
そ
の
力
を
得
な
い
と
町
の
発
展
は
あ

り
得
な
い
。
橋
野
鉄
鉱
山
の
世
界
遺
産
へ

の
登
録
も
、
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
釜
石
開
催
も
、
次
の
世
代
の

た
め
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
釜
石
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
も
の
は
何
で
も
や
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
手
を
挙
げ
さ
せ
て
も
ら
っ
た

も
の
で
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
ラ
グ
ビ
ー
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「 

鉄
と
魚
と
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち 

釜
石
」

当
時
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
ぜ
ひ
釜
石
で

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催
す
る
べ

き
だ
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

都
度
、「
そ
ん
な
こ
と
は
被
災
者
の
前
で
言

え
な
い
。
ま
だ
避
難
所
に
い
る
人
た
ち
が
い

る
の
に
、
仮
設
住
宅
も
ま
だ
で
き
な
い
の
に

そ
ん
な
話
は
で
き
な
い
。」
と
話
を
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
も
道
路
や
鉄
道
等
の
交
通
イ

ン
フ
ラ
も
被
災
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三

陸
沿
岸
道
路
が
復
興
道
路
と
し
て
、
ま
た
、

内
陸
と
沿
岸
部
を
結
ぶ
東
北
横
断
自
動
車
道

釜
石
秋
田
線
が
復
興
支
援
道
路
と
し
て
、
10

年
で
完
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
被
災
し
た
Ｊ
Ｒ
山
田
線
を
三
陸
鉄
道
が

運
行
す
る
と
い
う
話
も
ま
と
ま
り
、
釜
石
を

取
り
巻
く
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
可
能
性
が

出
て
き
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
で
き
る
の
か
な
と
い
う
微
か
な
望

み
を
持
ち
ま
し
た
。

「
鉄
と
魚
と
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
ラ
グ
ビ
ー
か
と

い
う
と
、
昭
和
50
年
代
後
半
に
新
日
鐵
釜
石

ラ
グ
ビ
ー
部
の
赤
い
ジ
ャ
ー
ジ
が
日
本
選
手

権
７
連
覇
を
達
成
し
て
日
本
中
が
湧
い
た
。

40
歳
代
以
上
の
人
た
ち
は
釜
石
と
言
う
と

「
ラ
グ
ビ
ー
」
と
す
ぐ
認
識
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
「
鉄
と
魚
と
ラ

グ
ビ
ー
の
ま
ち
」
と
言
い
表
し
て
き
た
わ
け

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
釜
石
の
市
民
で
そ
の

記
憶
を
持
つ
人
が
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。小
中
学
生
や
高
校
生
に
聞
い
て
も
、

「
何
で
釜
石
が
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
？
」
と
疑

問
に
思
う
人
が
多
い
の
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
『
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
』

と
言
い
な
が
ら
今
の
子
供
た
ち
に
は
そ
う

い
う
経
験
が
な
い
、
レ
ガ
シ
ー
が
伝
わ
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
７
連

覇
の
レ
ガ
シ
ー
を
釜
石
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
く
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

ア
ジ
ア
で
、
日
本
で
初
め
て
開
催
す
る
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
日
本
選
手
権

Ｖ
７
の
歴
史
を
持
つ
こ
の
小
さ
な
町
で
開

催
す
る
こ
と
が
、
次
の
世
代
に
伝
え
ら
れ

地域産業交流セミナー



19  ● May 2019 vol.136

る
最
大
の
レ
ガ
シ
ー
だ
と
い
う
こ
と
に
気

付
い
た
の
で
す
。

当
初
は
釜
石
が
選
ば
れ
る
可
能
性
は
３

割
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
が
釜
石
に
来
た
と

き
に
も
、
が
れ
き
の
山
で
す
か
ら
、「
こ
ん

な
場
所
で
今
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
を
つ
く
る

の
で
す
か
」「
で
き
る
の
で
す
か
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

漁
師
が
漁
に
出
る
と
き
に
船
に
掲
げ
る
大

漁
旗
、｢

フ
ラ
イ
キ｣

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

Ｖ
７
当
時
の
新
日
鐵
の
応
援
団
が
使
っ
て
い

ま
し
た
。
釜
石
で
開
催
で
き
る
の
か
海
外
か

ら
多
く
の
視
察
が
来
た
の
で
す
が
、
そ
の
と

き
に
地
元
の
人
た
ち
が
フ
ラ
イ
キ
を
振
り
、

「
や
れ
る
、
頑
張
れ
る
」
と
言
っ
た
ら
、
感

激
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
釜
石
市
が
12
の
開
催
都
市
の
一
つ

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

三
陸
沿
岸
、
岩
手
県
の
北
部
は
洋
野
町
、

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
有
名
な
久
慈
市
、
南
の

ほ
う
は
一
番
被
害
が
大
き
か
っ
た
一
本
松

の
陸
前
高
田
市
、
こ
の
あ
た
り
が
岩
手
県

沿
岸
の
被
災
地
で
す
。
12
市
町
村
が
あ
り

ま
す
が
、
震
災
前
の
人
口
は
28
万
人
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
７
年
で
２
万
5
千
人
か
ら

３
万
人
ぐ
ら
い
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
今
か
ら
高
速
道
路
を
つ
く
る
、
鉄
道
を

つ
く
る
、
そ
し
て
防
潮
堤
を
つ
く
る
。
こ

れ
ほ
ど
の
お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。
三
陸
全
体
が
道
路
と
鉄

道
で
結
ば
れ
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
連
携

し
て
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
て
、
地
域

の
振
興
策
を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
一
環
が

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
三
陸
全
体
の
振
興
策
に
つ
な
が
る

か
ど
う
か
、
大
き
な
モ
デ
ル
事
業
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
７
年
間
に
わ
た
り
大
変
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
こ

と
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
™

釜
石
開
催
へ

こ
こ
か
ら
は
ラ
グ
ビ
ー
の
話
で
す
。福
島
、

宮
城
、
岩
手
、
青
森
の
被
災
地
を
代
表
し
て

唯
一
、
東
北
６
県
を
代
表
し
て
釜
石
で
開
催

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
私
ど
も
と
し

て
は
、
被
災
地
の
復
興
に
全
国
あ
る
い
は
全

世
界
の
人
た
ち
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通

じ
て
世
界
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
、
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
取
り
組
み
、
復
興
の
姿

を
お
伝
え
す
る
義
務
が
あ
る
。
釜
石
で
開
催

す
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
意
義
に

つ
い
て
深
く
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
の
「
ワ
ン
・
フ
ォ
ー
・

オ
ー
ル
、
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ン
」「
一

人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の

た
め
に
」
は
、
考
え
て
み
る
と
復
興
そ
の
も

の
で
す
。
防
潮
堤
が
で
き
る
、
道
路
が
で
き

る
、
宅
地
造
成
が
で
き
る
、
町
全
体
の
形
は

で
き
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
被
災
者
一
人
一
人

が
復
興
し
な
い
と
こ
れ
は
復
興
と
は
言
え
な

い
。
で
も
、
一
人
の
人
間
が
で
き
て
も
周
り

の
環
境
が
で
き
な
い
と
復
興
と
は
言
え
な
い
。

両
方
が
セ
ッ
ト
だ
。
ラ
グ
ビ
ー
と
復
興
に
相

通
じ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
私
は
非
常
に
こ
の

言
葉
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
絆
や
み
ん
な

で
協
力
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て

ま
た
常
に
前
を
向
い
て
い
く
、
希
望
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
、
そ
れ
以
来
、「
ワ
ン
・

フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
、
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ワ

ン
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
使
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
常
設

６
千
席
、
Ｗ
杯
開
催
時
は
仮
設
を
含
め
て
１

万
６
千
席
の
小
さ
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。
緑

と
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム

で
、壁
が
な
い
の
で
風
通
し
が
す
ご
く
い
い
、

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
い
て
く
る
。
普
段
住
ん

で
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
そ
の
よ
さ

を
感
じ
な
い
の
で
す
が
、
特
に
海
外
か
ら
来

る
人
た
ち
が
「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ジ

ア
ム
を
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
う
。
満
足

な
設
備
も
な
い
の
で
す
が
、
周
り
の
風
景
が

い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
三
陸
沿
岸
の
地
域

に
は
こ
ん
な
小
さ
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
ら
無

か
っ
た
の
で
す
。
釜
石
と
い
う
よ
り
三
陸
沿

岸
の
被
災
地
に
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
以
外
に
も
、
ス

タ
ジ
ア
ム
の
活
用
方
法
が
市
民
の
皆
さ
ん
の

目
に
も
触
れ
た
。
言
葉
で
は
「
何
で
も
使
え

る
ん
だ
よ
」
と
話
は
す
る
わ
け
で
す
が
、
実

際
体
験
し
て
み
な
い
と
よ
さ
は
分
か
ら
な
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
初
め
て
ス
タ
ジ
ア
ム
を
見

て
、
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
ず
っ
と
次
の
世
代
に
も
伝
え
て
い
く
こ

と
が
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
も
あ

る
し
、
先
ほ
ど
原
田
先
生
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ま
ず
は
２
０
１
９
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
釜
石
の
レ
ガ
シ
ー

を
つ
く
っ
て
い
く
。
次
の
世
代
に
も
「
ラ
グ

ビ
ー
の
ま
ち
」
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝

え
て
い
く
。
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
新
し
い
釜
石
の
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
く
。
そ
し
て
こ
れ
は
釜
石
だ
け
で
は

な
く
被
災
地
、
三
陸
全
体
の
振
興
、
活
性
化

に
向
け
て
い
く
も
の
だ
と
確
信
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
最
中
で
す
。



法
人
誕
生
の
経
緯

当
法
人
は
、
宮
城
県
福
祉
事
業
団
（
現
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
）
に
関
わ
っ
て
い
た
3
人
が
中
心
と
な
り
平
成
17
年

10
月
に
法
人
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
平
成
15
年

に
障
害
児
・
者
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
障
害
者
支

援
費
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
宮
城
県
内
に
は
在

宅
サ
ー
ビ
ス
、
特
に
障
害
児
の
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
と
ん
ど
増
え

な
か
っ
た
た
め
、
障
害
児
を
中
心
と
し
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

行
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
18
年
4
月
に
多
機
能
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
多
機
能
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
さ
わ
お

と
の
森
」
を
利
府
町
内
に
開
設
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
対
象

地
域
は
、
障
害
児
者
の
人
口
割
が
少
な
い
た
め
近
隣
10
市
町

村
と
い
う
広
域
と
し
ま
し
た
。

開
設
当
時
の
状
況

平
成
18
年
は
、
障
害
者
支
援
費
制
度
に
代
わ
っ
て
、
障
害

者
自
立
支
援
法
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
介
護
保

険
と
同
様
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
再
編
、
利
用
料
の
1
割
負
担
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制
限
、

事
業
所
の
収
入
が
月
割
り
か
ら
日
割
り
と
な
る
な
ど
、
利
用

者
・
事
業
者
か
ら
の
苦
情
が
大
変
多
い
法
律
で
、
そ
の
後
も

法
の
改
正
や
変
更
が
続
い
て
い
ま
す
。

開
設
当
時
の
さ
わ
お
と
の
森
は
、
午
前
中
は
未
就
学
対

象
で
午
後
は
学
童
対
象
の
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
現
在
は

そ
れ
ぞ
れ
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、

自
宅
に
訪
問
し
て
入
浴
介
助
や
食
事
作
り
等
を
行
う
居
宅

介
護
、
重
度
障
害
児
者
の
外
出
支
援
を
行
う
行
動
援
護
、

宿
泊
で
お
預
か
り
を
行
う
短
期
入
所
を
8
人
の
ス
タ
ッ
フ

で
始
め
ま
し
た
。

利
府
支
援
学
校
の
近
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
1
日
10
人

定
員
の
学
童
の
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
い
っ
き
に
60
人

程
度
の
利
用
申
し
込
み
が
あ
り
、
結
果
、
1
人
の
児
童
が
1

週
間
に
1
日
程
度
の
利
用
し
か
で
き
ず
、
中
に
は
1
ヶ
月
に

1
回
と
い
う
方
も
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
立
支
援
法
が

本
格
施
行
さ
れ
た
同
年
10
月
に
学
童
対
象
の
収
入
が
大
き
く

減
額
さ
れ
（
未
就
学
対
象
は
増
額
）、
3
年
後
に
は
見
直
し

（
学
童
対
象
を
廃
止
す
る
方
向
）と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

宿
泊
で
き
る
児
童
に
は
短
期
入
所
に
切
り
替
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
短
期
入
所
で
は
、
放
課
後
支
援
か
ら
の
宿
泊
、
親
か

ら
離
れ
て
宿
泊
す
る
自
立
訓
練
や
週
末
の
余
暇
の
一
環
な
ど

様
々
な
理
由
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を
開
設

さ
わ
お
と
の
森
開
設
以
降
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

次
々
と
事
業
を
開
設
し
て
き
ま
し
た
。
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
短
期
入
所
等
以
外
に
、
重
い
障
害
者
が
日
中
通
う
「
生
活
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介
護
」、
障
害
児
が
通
う
幼
稚
園
や
保
育
所
や
学
校
へ
訪
問

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
」、
障
害

児
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
的
な
計
画
作
成
を
行
う
「
計
画
相
談
支

援
」
を
さ
わ
お
と
の
森
を
含
め
、
そ
れ
以
降
立
ち
上
げ
て
き

た
事
業
所
で
多
機
能
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
4
月
に
は
、
地
域
か
ら
の
強
い
要
望
で
近
隣

地
域
で
あ
る
黒
川
郡
内
を
対
象
と
し
た
「
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
富
谷
市
に
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

で
生
活
す
る
障
害
児
・
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め

の
「
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
整
備
」
と
し
て
、
東
北
初
の

拠
点
事
業
を
行
う
事
業
所
「
利
府
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
」

を
ふ
る
さ
と
融
資
を
受
け
て
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
宮
城

東
部
地
区
の
委
託
で
利
府
町
に
開
設
し
、
ま
た
同
年
宮
城

県
か
ら
の
委
託
で
「
障
害
児
等
療
育
支
援
事
業
」
も
開
始

し
た
こ
と
で
、
現
在
5
つ
の
事
業
所
で
宮
城
県
等
の
指
定

を
受
け
た
事
業
は
24
、
自
治
体
委
託
事
業
4
、
総
職
員
数

も
87
人
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
時
の
対
応

未
曾
有
の
大
震
災
に
よ
り
支
援
学
校
等
が
長
期
に
わ
た
り

休
み
、
障
害
児
等
の
保
護
者
は
家
の
片
づ
け
も
出
来
な
い
状

況
で
し
た
。
さ
わ
お
と
の
森
は
、
短
期
入
所
だ
け
を
実
施
し
、

当
時
定
員
9
人
の
と
こ
ろ
に
17
名
の
方
を
当
直
3
人
体
制
で

毎
日
交
代
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。
職
員
は
、
利
用
児
者
支
援

の
ほ
か
、
食
材
確
保
等
に
奔
走
し
、
特
に
入
浴
は
上
水
道
が

出
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
井
戸
水
を
運
び
薪
で
湯
を

沸
か
す
な
ど
の
工
夫
で
毎
日
入
浴
を
実
施
。
職
員
の
働
き
に

感
心
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。
中
央
か
ら
は
様
々
な
方
が
視

察
・
調
査
に
来
園
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
た
く
さ
ん
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
得

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
多
く
の
地
域
住

民
に
支
え
ら
れ
て
い
る
証
し
を
県
等
が
認
定
す
る
制
度
で
、

認
定
さ
れ
る
と
寄
付
者
や
認
定
法
人
が
税
制
優
遇
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
言
い
換
え
ま
す
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
い
か
に
地
域
に

貢
献
し
て
い
る
か
、信
頼
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
証
し
で
す
。

当
法
人
は
寄
付
者
の
人
数
等
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
テ
ス

ト
を
ク
リ
ア
し
、
平
成
25
年
7
月
に
宮
城
県
で
2
番
目
に
認

定
法
人
を
取
得
、昨
年
2
回
目
の
認
定
を
取
得
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
方
た
ち
の
た
め
に

最
初
の
事
業
所
で
あ
る
さ
わ
お
と
の
森
を
開
設
し
て
か
ら

13
年
。
現
在
は
障
害
児
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
大
分
充
実
し

て
き
ま
し
た
が
、
当
法
人
は
採
算
面
・
職
員
確
保
・
配
置
面

な
ど
で
、
一
般
の
社
会
福
祉
法
人
や
企
業
で
は
実
施
す
る
と

こ
ろ
が
あ
ま
り
な
い
事
業
を
実
施
し
、
非
営
利
活
動
と
い
う

本
来
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
と
し
て
、
地
域
の
方
た
ち
を
多
機
能
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
工
夫
で
事
業
を
拡
張
し
て
き
ま
し
た
。

当
法
人
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
利
他
の
精
神
に
基
づ
き
、

地
域
と
共
に
歩
み
、
地
域
の
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
社
会
福

祉
活
動
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
、
今
後
も
継
続
し
て
職
員
一

同
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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ふるさと融資の概要

事 業 費 107 百万円
（内ふるさと融
資 20 百万円）

新規雇用増 9 人

貸付団体 利府町（宮城県）

活動の様子

▲児童発達支援遊戯室

児童発達支援指導▶
訓練室



　ふるさと財団では、地域再生に取り組
む市町村が各分野の専門的知識や実務的
ノウハウを有する外部専門家を活用する
場合に、その費用の一部を助成する「外
部専門家活用助成」を行っています。
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●
広
川
町
の
概
要

広
川
町
は
紀
伊
水
道
に
面
す
る
、
人
口
約

７
０
０
０
人
の
町
で
す
。「
山
村
部
」「
農
村
部
」

「
沿
岸
部
・
ま
ち
な
か
」
に
分
け
ら
れ
、
農
村

部
は
町
の
主
要
生
産
物
「
有
田
み
か
ん
」
の
産

地
で
あ
り
、
山
村
部
で
は
か
つ
て
林
業
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
沿
岸
部
・
ま

ち
な
か
は
、
江
戸
期
か
ら
津
波
被
害
を
３
回
受

け
て
い
る
地
域
で
、
江
戸
末
期
の
安
政
地
震
津

波
で
活
躍
し
た
濱
口
梧
陵
の
「
稲
む
ら
の
火
」

の
物
語
を
伝
え
る
資
源
が
多
く
所
在
し
ま
す
。

ま
た
、「
稲
む
ら
の
火
」
の
物
語
の
11
月
５

日
は
「
世
界
津
波
の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
、

平
成
30
年
５
月
に
は
「『
百
世
の
安
堵
』
〜
津

波
と
復
興
の
記
憶
が
生
き
る
広
川
の
防
災
遺

産
〜
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
と
し
て
認

定
さ
れ
る
な
ど
、
広
川
町
の
防
災
文
化
は
国
内

外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

●H
IRO
GAW

A
 Re:branding Project

　 

～
梧
陵
さ
ん
の
魅
力
再
発
見
～

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
29
年
８
月
に
実

施
し
た
「
外
部
専
門
家
派
遣
（
短
期
診
断
）」

で
の
提
言
を
「
外
部
専
門
家
活
用
助
成
」
に
て

具
体
化
し
た
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
偉
人
「
濱
口
梧
陵
」
は
、
防
災
の
み

で
な
く
、
政
治
や
経
営
、
教
育
、
道
徳
等
に
も

秀
で
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
再
定
義
す

る
こ
と
で
「
梧
陵
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
確
立
し
、

あ
わ
せ
て
町
の
魅
力
と
し
て
国
内
外
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
推
し
進
め
広
川

町
の
活
性
化
を
図
る
、
と
い
っ
た
提
言
内
容
を

も
と
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
津
波
防
災
教
育
施
設
「
稲
む

ら
の
火
の
館
」
周
辺
の
拠
点
機
能
の
強
化
の
た

め
、「
物
産
販
売
・
飲
食
施
設
」
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
古
民
家
や
食
と
の
連
携
強
化
の

た
め
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
濱
口
梧
陵
の

魅
力
を
活
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
広
川

町
を
楽
し
め
る
仕
組
み
化
を
図
り
ま
し
た
。

●
外
部
専
門
家
に
よ
る
支
援

平
成
29
年
度
の
短
期
診
断
か
ら
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、「
道
の
駅
」
建
設
支
援

な
ど
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
高
い
知
見
を
持
つ

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
杤
尾
圭
亮
氏
（
㈱
船

井
総
合
研
究
所
）
を
活
用
し
、
実
行
委
員
会
の

組
織
化
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
事
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
位
置
付
け
る
企

画
立
案
に
つ
い
て
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行

な
い
ま
し
た
。

濱口梧陵
生誕の地 稲むらの火の町　和歌山県広

ひろがわちょう

川町
平成30年度 地域再生マネージャー事業

郷土を守った偉人
濱口梧陵 写真提供：広川町

広村堤防
高さ 5m、根幅 20m、延長 600m の大堤防
濱口梧陵等が私財を投じ安政 5 年（1858）12 月に完成
現在、濱口梧陵墓とともに国に史跡指定されています

広川町

和歌山市
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●
事
業
期
間
内
で
の
取
組
内
容

①
組
織
化
・
運
営
支
援

中
心
拠
点
施
設
を
検
討
す
る
「
広
川
町
物

産
販
売
・
飲
食
施
設
建
設
準
備
委
員
会
」、
お

よ
び
梧
陵
さ
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る

「H
IRO
G
AW
A Re:branding

実
行
委
員
会
」

の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
実
行
委
員
会
を
支
援

し
ま
し
た
。

広
川
町
物
産
販
売
・
飲
食
施
設
に
お
い
て
は
、

直
販
機
能
・
飲
食
提
供
機
能
・
体
験
機
能
に
つ

い
て
よ
り
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
性
を
付
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
効
果
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。HIRO

G
AW
A 

Re:branding

実
行
委
員
会
で
は
、「
濱
口
梧
陵
」

ブ
ラ
ン
ド
を
使
っ
た
様
々
な
商
品
の
開
発
を
進

め
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

②
中
心
拠
点
の
経
営
視
点
強
化

中
心
拠
点
施
設
「
広
川
町
物
産
販
売
・
飲
食

施
設
」
の
経
営
視
点
強
化
に
向
け
た
調
査
・
分

析
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
を
活
か
し
な

が
ら
、
循
環
型
産
業
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上

で
必
要
な
運
営
体
制
を
検
討
し
ま
し
た
。

③
梧
陵
さ
ん
の
魅
力
再
発
見

広
川
町
を
楽
し
め
る
よ
う
に
仕
組
み
化
す
る

た
め
、梧
陵
さ
ん
と
広
川
町
の
魅
力
を
見
直
し
、

商
品
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
梧
陵
ブ
ラ
ン
ド
を
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、

地
域
再
生
に
向
け
て
の
機
運
醸
成
を
図
り
ま
し

た
。

④
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
連
携

濱
口
梧
陵
生
誕
２
０
０
年
に
向
け
た
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
連
携
施
策
を
企
画
す
る
と
と
も
に
、

中
心
拠
点
施
設
へ
の
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

装
を
図
り
ま
し
た
。
濱
口
梧
陵
生
誕
２
０
０
年

事
業
の
効
果
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ
ず
、
継
続

可
能
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
た
。

⑤
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
走

こ
れ
ま
で
の
①
〜
④
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
、
３
月
16
日
〜
17
日
に
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
同
試
み
は
、「
古
民

家
利
活
用
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

Re:branding

実
行
委
員
会
の
委
員
を
３
部
会

「
食
」「
ま
ち
あ
る
き
」「
体
験
」
に
分
け
、
委

員
か
ら
の
発
案
を
も
と
に
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化

し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。

梧
陵
さ
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
の
重
点
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
抽
出
し
、
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
走

と
効
果
検
証
を
行
い
ま
す
。

イベントの様子

▲広八幡神社秋祭り
奉納される田楽と獅子舞は県指定文化財

稲むら火祭り▶
濱口梧陵の道徳と偉業を学び末永く後世に継承するととも
に、地震・津波への防災意識を高めるために開催されます

▲広八幡神社
安政の大津波の際の避難場所となった
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平
成
叅₀
年
度
事
業
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ

計
画
通
り
に
事
業
が
進
行
し
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
両
委
員
会
内
の
検
討
に
お
い
て
は
、

実
行
者
を
関
係
組
織
、
企
業
、
住
民
へ
と

広
げ
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
そ
れ
ら
事
業
が
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
あ
り
、
今
後
は
ビ
ジ
ネ
ス
化
に

よ
る
継
続
化
、
安
定
化
を
図
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
濱
口
梧
陵
生
誕
２
０
０

年
事
業
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め

に
も
、「
梧
陵
ブ
ラ
ン
ド
」
を
活
か
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
を
地
域
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
確
立
さ
せ
、
地
域
の
人
々
の
誇
り
と
な

る
「
梧
陵
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
持
続
・
継

承
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

濱口梧陵の功績を讃え伝える
稲むらの火の館

数
々
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
偉
人

濱
口
梧
陵

濱口梧陵記念館
　梧陵の生涯を、生い立ちから晩年までを
たどりながら、数々の偉大な功績や教訓、
梧陵の人柄を感じさせるエピソードなどを
紹介しています

津波防災教育センター
　体験や映像を通して地震津波の恐ろしさを知るとともに、
濱口梧陵の防災に対する精神を学び、津波災害から大切な
生命やくらしを守る方法を知ることができます

防災体験室

3D津波シアター

梧陵がたまたま銚子から広村（現在の広川町）
に帰郷していた時、安政元年に大地震が発生
し、大津波が村を襲いました。梧陵は自分の田
にあった稲むら（稲束を積み重ねたもの）に火
を放ち、この火を目印にして村人を誘導しなが
ら、安全な場所に避難させました。このときの
エピソードが後に、五兵衛という人物が主人公
の「稲むらの火」の物語として書かれています。

大津波が去った後、梧陵は被災した人々のた
めに救護用の小屋の建設や、農機具漁業道具の
配給にあたるなど、様々な方面で復旧に力を尽
くしました。また、広村堤防を築き、後の津波
による被害を最小限に抑えました。

梧陵はヤマサ醤油を営む事業家だけでなく、
その他の分野においても功績を残しています。
教育面では私塾を開設し、これが後に「耐久社」
と呼ばれるようになり、現在の耐久高校になり
ました。

明治４年に駅
えきていのかみ

逓頭（のちの郵政担当大臣）に
任命され、明治12年には和歌山県議会初代議
長に選任されました。

明治18年欧米への視察中、ニューヨークで
客死しました。

広川町 教育委員会より

https://www.town.hirogawa.wakayama.jp/

開館時間 10：00 ～ 17：00
　　　　　　（入館時間は 16：00 まで）
休 館 日 月曜日（祝日の場合はその翌平日）
 ※ 11 月５日世界津波の日は開館
 年末年始（12 月 29 日～１月４日）
入 館 料  一般 500 円、高校生 200 円、
  小・中学生 100 円（学校の教育活動の場合、

小・中学生は半額）
（団体でのご来館は事前にお申し込みください）

問い合わせ TEL. 0737-64-1760

平成 30 年度 地域再生マネージャー事業

教育委員会 平井班長

文政 3 年（1820）
▼

明治 18 年（1885）
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公
共
施
設
更
新
問
題
と
は
何
か
？

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
高
度

経
済
成
長
期
の
人
口
増
に
伴
っ
て
集

中
投
資
さ
れ
た
、
小
学
校
等
の
公
共

建
築
物
・
上
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
が
進
み
、
施
設
の
更
新
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
巨
額
の

更
新
投
資
負
担
が
集
中
し
て
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
税
収

減
に
加
え
て
社
会
保
障
に
係
る
負
担

の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
公
共
施

設
の
更
新
・
修
繕
費
用
を
確
保
で
き

る
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
「
公

共
施
設
更
新
問
題
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

必
要
性

公
共
施
設
更
新
問
題
に
対
応
し
、

社
会
環
境
の
変
化
や
地
域
特
性
に
応

じ
た
適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
安
定
し
た
財
政
運
営
を
両
立
さ
せ

る
た
め
に
、
保
有
す
る
公
共
施
設
を

総
合
的
に
把
握
し
、
財
政
運
営
と
連

動
さ
せ
な
が
ら
管
理
・
活
用
す
る
仕

組
み
で
あ
る
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
を
導
入
す
る
こ
と
が
地
方
自

治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
の
策
定

こ
の
よ
う
な
背
景
に
よ
り
、
平
成

26
年
4
月
、
総
務
大
臣
か
ら
地
方
公

共
団
体
に
対
し
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
の
策
定
が
要
請
さ
れ
ま

し
た
。
総
合
管
理
計
画
と
は
、
所
有

す
る
公
共
施
設
等
の
全
体
の
状
況
を

把
握
し
、
さ
ら
に
将
来
の
見
通
し
を

分
析
し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
公
共

施
設
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
を
定
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

計
画
で
す
。
平
成
28
年
度
末
で
ほ
ぼ

全
て
の
地
方
自
治
体
で
総
合
管
理
計

画
の
策
定
が
完
了
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
方
自
治
体
で
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

公共施設マネジメント
調査研究事業
ふるさと財団では、公共マネジメントの一層の推進に向けて、

民間ノウハウの活用を含めた取組みについて調査研究を行い、
全国に幅広く情報提供しています。

1970 1980 1990 2000 1960 2010 2020 2030 

高度経済成長期の公共投資
1970年代がピーク

既存施設の老朽化
耐用年数約50年

【投資額】

【年】

既存施設の更新投資
2020年代がピーク

各省庁が策定

【地方】

（個別設計計画）

河
川

学
校

道
路

インフラ長寿命化基本計画

（基本計画）【国】

（行動計画）【国】

公共施設等総合管理計画

（行動計画）

（個別設計計画）

河
川

学
校

道
路

ふるさと財団では、平成24年度から地方自治体に対する「公共施設マネジメント」導入支援の取組みを開始し、平成30
年度も支援を続けています。公共施設マネジメント調査研究事業として、外部の有識者等により構成された研究会を設置
し、先進自治体の取組み事例について調査研究する「先進事例調査」、モデル市町村との共同研究を実施する「研究モデ
ル事業」を行っています。次頁からは、平成30年度に行った「先進事例調査」及び「研究モデル事業」の成果を紹介します。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
は

全
国
的
な
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み 

ふるさと財団の取組み

公共施設マネジメント調査研究事業の成果は、報告書としてまとめ、公民連携ポータルサイトで公開しています。

公民連携ポータルサイト　http://www.furusato-ppp.jp/
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調査事例の紹介

❶財政負担の軽減につながること　❷公共施設等の最適化につながること
という２つの公共施設マネジメントの観点から具体的な手法を想定し、以下の８つの先進事例を調査しました。

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
で
の
行
政
庁
舎
建
替
え
の
考
え
方

　

行
政
庁
舎
の
建
替
え
を
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
で
検
討
す
る
際
に

は
、「
財
政
負
担
の
軽
減
」
と
「
公
共
施
設
の
最
適
化
」
の
２
つ
側
面
か
ら
検

討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
対
応
策
と
し
て
は
、「
初

期
コ
ス
ト
（
建
設
コ
ス
ト
）
の
削
減
」、「
賃
料
等
の
収
入
」、「
公
共
施
設
の
削

減
」、「
行
政
庁
舎
面
積
の
削
減
」
が
考
え
ら
れ
、
各
対
応
策
に
つ
い
て
様
々
な

手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
報
告
書
で
は
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た

事
例
の
手
法
を
導
入
す
る
た
め
の
具
体
的
な
要
件
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
に
必
要

な
検
討
事
項
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
で
の
行
政
庁
舎
建
替
え
に
向
け
て

　

行
政
庁
舎
は
特
殊
な
構
造
や
設
備
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
様
々
な
施

設
か
ら
の
転
用
、
複
合
化
と
い
っ
た
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
今
回
の
調
査
事
例

で
も
多
様
な
手
法
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
検

討
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
１
つ
の
自
治
体
に
は
基
本
的
に
1
つ
し

か
な
い
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
庁
舎
建
替
え
を
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
課
題
解
決
の
機
会
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

調査対象事例

自治体名 事業概要

財
政
負
担
の
軽
減

１ 青森県むつ市 行政庁舎を新設整備せず、閉店したショッピングセンターを改修しそこに移転することで、建設費を抑制した事例

２ 奈良県橿原市
PFI注）により行政庁舎と観光施設（ホテル・コンベンション施設等）からなる複合施設を整備し、ホテルからの賃
料等の収益を得ている事例

３ 東京都渋谷区
区役所庁舎と隣接するホール ( 渋谷公会堂 ) を一体的に建替える際に発生する余剰土地を貸付けることによる収益
充当で行政庁舎とホールを新設整備した事例

４ 千葉県白井市
既存庁舎を減築改修（改修に際して床面積を削減すること）して荷重を減らし耐震性を確保した上で、不足分だけ
を新設整備することで、建設費を抑制した事例

公
共
施
設
等
の

最
適
化

５ 富山県氷見市 廃校となった県立高校の施設を活用し、体育館を行政庁舎に改修して移転した事例

６ 埼玉県秩父市 行政庁舎建替えに合わせて、老朽化した市民会館も合築して建替えた事例

７ 北海道滝川市 老朽化した図書館を廃止して、その機能を既存の行政庁舎に入れて複合化した事例

８ 宮崎県延岡市 行政庁舎（本庁舎）の建替えに合わせて６つに分散していた庁舎機能を集約した事例
注） PFI 法に基づき民間の資金とノウハウを活用して、公共施設等の建設や運営を行う公民連携の手法。

先
進
事
例
調
査

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
具

体
化
を
促
進
す
る
た
め
、
先
進
的
な

取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
先
行
自
治

体
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
を
行
い
、

地
方
自
治
体
が
取
組
む
際
に
参
考
と

な
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
も
の
で

す
。平

成
30
年
度
は
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
行
政
庁
舎
の
建

替
え
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

公共施設マネジメント調査研究事業

庁舎対象事例：奈良県橿原市庁舎
ホテルを合築した市庁舎の外観

（低層棟が市庁舎）

庁舎対象事例：青森県むつ市庁舎
ショッピングセンターを改修した市庁舎の外観

庁舎対象事例：富山県氷見市庁舎
高校体育館を改修した市庁舎の外観

庁舎対象事例：青森県むつ市庁舎
大空間を活かした 1フロアでオープンな空間

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

行
政
庁
舎
の
建
替
え

東
日
本
大
震
災
あ
る
い
は
熊
本
地
震
に

お
い
て
、
老
朽
化
し
た
本
庁
舎
が
被
災
し

防
災
・
災
害
時
の
拠
点
機
能
が
失
わ
れ
た

事
態
を
契
機
と
し
て
、
全
国
の
地
方
自
治

体
で
老
朽
化
し
た
行
政
庁
舎
を
建
替
え
る

動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
行

政
庁
舎
を
建
替
え
る
に
当
た
っ
て
は
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
に
立
っ
て
行

う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
先
進
的
な
行
政
庁
舎
の
建
替
え
事
例

を
現
地
調
査
し
、
研
究
成
果
を
報
告
書
と

し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
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小
規
模
自
治
体
に
お
い
て
公
共
施
設
を
持

続
的
に
維
持
・
活
用
す
る
た
め
の
、
職
員
中

心
で
実
施
可
能
な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
仕
組
み
の
構
築
。

事
業
連
携
先　

サ
ウ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
　

 

代
表
取
締
役
　
南
野
　
稔

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
建
築
科
　

 

教
授
　
ヨ
コ
ミ
ゾ 

マ
コ
ト

事
業
の
背
景

　

藤
里
町
で
は
、
人
口
２
０
０
０
人
で
も
暮
し
や

す
い
空
間
、
幸
せ
を
感
じ
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
、
人
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
つ
な
が
り
絶
え

ず
循
環
す
る
エ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
取
組
み

「
ふ
じ
さ
と
Ｒ
ｅ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
を
進
め
る
中
で
、

快
適
で
魅
力
的
な
エ
リ
ア
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
町
内
の
資
源
で
あ
る
公
共
施
設
を
適
切
に
維

持
管
理
し
て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

判
断
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
全
国
の
小
規
模
自
治
体
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
藤
里
町
に
は
管
財
や
営
繕
等
の
専

門
職
員
が
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
民
間
に
も
事
業

の
受
け
手
が
い
な
い
な
ど
、
公
共
施
設
の
維
持
管

理
に
対
す
る
課
題
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
規
模
自
治
体
に
お
い
て
公
共
施
設

を
持
続
的
に
維
持
・
活
用
す
る
た
め
の
、
職
員
を

中
心
と
す
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み

の
確
立
を
め
ざ
し
、
モ
デ
ル
事
業
に
取
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

事
業
内
容

　

本
事
業
の
取
組
み
は
、
①
職
員
に
よ
る
定
期
建

物
点
検
の
手
法
の
確
立
、
②
職
員
に
よ
る
施
設
修

繕
計
画
の
策
定
手
法
の
確
立
、
③
施
設
修
繕
計
画

秋
田
県 

藤
里
町

モデル
市町村

1

の
具
体
化
の
検
討
、
と
い
う
３
つ
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

①
職
員
に
よ
る
定
期
建
物
点
検
の
手
法
の
確
立

　

施
設
台
帳
を
整
備
し
、
基
礎
デ
ー
タ
を
集
約
・

一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
職
員
が
情
報
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
里
町
独
自
の

建
物
毎
の
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
職

員
が
専
門
家
と
と
も
に
建
物
点
検
を
行
い
、
工
事

費
用
の
簡
易
な
積
算
手
法
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

職
員
で
も
建
物
点
検
し
修
繕
工
事
費
用
を
積
算
で

き
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

② 

職
員
に
よ
る
施
設
修
繕
計
画
の
策
定
手
法
の
確

立

　

①
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
改
修
と
修
繕
が
必

要
な
工
事
項
目
を
職
員
で
も
抽
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
施
設
修
繕
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
を
作
成
し
た
こ
と
に
よ
り
将
来
発
生
す
る
費

用
の
把
握
が
で
き
ま
す
。

③
施
設
修
繕
計
画
の
具
体
化
の
検
討

　

副
町
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
（
座
長
）

を
務
め
、
部
門
間
の
調
整
を
す
る
た
め
の
会
議
で

な
く
実
質
的
な
方
針
を
決
裁
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
会

議
に
お
い
て
予
算
枠
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
財

政
力
に
応
じ
て
施
設
の
維
持
管
理
予
算
が
確
保
さ

れ
、
安
定
し
た
施
設
管
理
が
実
施
で
き
る
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
モ
デ
ル
事
業

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、
財
団
が
モ
デ
ル

市
町
村
に
対
し
事
業
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を
含
め
た
新
た
な

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

モ
デ
ル
市
町
村
に
よ
る
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
行
い
、
そ
の
研
究
成
果
を
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
で
す
。

平
成
30
年
度
は
秋
田
県
藤
里
町
、

千
葉
県
佐
倉
市
の
2
団
体
を
モ
デ
ル

市
町
村
と
し
て
調
査
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

藤里町プロフィール

　藤里町は、秋田県
の北部に位置し、青森
県との県境一帯は標高
1千ｍを超える山並み
が連なる白神山地であ
る。北部一帯は国有林
で、全面積の 64.8％を
占めている。このうち
広大なブナ原生林核心
部一帯が平成 5年に屋
久島とともに我が国で
初めて世界自然遺産に登録された。町内に鉄道、
国道、コンビニはない。高齢化率は 45％で少子
高齢化、人口減少の課題を抱えており、社会増、
自然減の抑制、持続可能な地域づくりをめざした
取組みを進めている。

人口：3,367 人（H30.1末現在）
面積：282.13k㎡
歳入：3,646 百万円（H28年度）
歳出：3,486 百万円（H28年度）
アクセス： 東京から約 1時間半

東京→ 約 70分 →大館能代空港
→ 約 20分 →藤里町

秋田県藤里町

白神山地のブナ原生林：人間の手が一切入っていない

施設の点検風景： 専門家の指導を受け職員
が一緒に点検
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市
内
の
学
校
プ
ー
ル
を
廃
止
し
民
間
活
力

導
入
に
よ
り
市
民
プ
ー
ル
へ
集
約
す
る
学
校

プ
ー
ル
再
編
モ
デ
ル
の
検
討
。

事
業
連
携
先　

株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
　

 

担
当
次
長
　
篠
原 

雅
和

事
業
の
背
景

　

佐
倉
市
に
あ
る
公
立
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
多

く
は
築
30
年
以
上
が
経
過
し
、
劣
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
学
校
プ
ー
ル
は
、
毎
年
の
維
持
管
理
費

や
今
後
の
修
繕
・
改
修
費
を
考
え
る
と
、
非
常
に

大
き
な
財
政
負
担
が
想
定
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
う

え
、
年
間
約
１
か
月
し
か
稼
働
せ
ず
、
利
用
は
天

候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効

果
か
ら
見
て
非
常
に
課
題
の
大
き
い
施
設
と
い
え

ま
す
。

　

そ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
佐
倉
市
で
は
平
成 

25 

年

度
よ
り
市
内
の
小
学
校
２
校
に
お
い
て
水
泳
授
業

を
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
組
み
が
児
童
や
保
護
者
、
教
職
員
か

ら
も
非
常
に
高
い
満
足
度
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
内
の
す
べ
て
の
学
校
プ
ー
ル
を
民
間
活
力
導
入

に
よ
り
市
民
プ
ー
ル
へ
集
約
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

モ
デ
ル
事
業
に
取
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県 

佐
倉
市

モデル
市町村

2

公共施設マネジメント調査研究事業

今
後
の
課
題

　

来
年
度
か
ら
は
専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
事
例
を
積
み
上
げ
る

こ
と
で
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
く
て
も
対

応
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
や
議
会
と
の
合
意
を
形
成
す

る
た
め
、
維
持
管
理
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
だ

け
で
な
く
公
共
施
設
の
使
い
方
な
ど
ソ
フ
ト

面
か
ら
の
公
共
施
設
の
検
討
も
継
続
し
て
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

項目　材工共単価

※仮設費・諸経費別途

単位 金額 備考

ｍ ¥410材工共

㎡ ¥3,460シール材共　 材工共

㎡ ¥4,350シール材共　 材工共

㎡ ¥4,650材工共

㎡ ¥5,500材工共

ｍ ¥1,460材工共

㎡ ¥11,800材工共

㎡ ¥12,400材工共

ｍ ¥3,680材工共

ｍ ¥5,060材工共

　

　

名称・型式 規格・仕様

変成ｼﾘｺ ﾝー系(MS-2)
10×10

シーリ ング

　
　 　

防水押え金物 シート 防水用　 アルミ 製

X-2　 密着工法　 ウレタ ンゴム系
平面

塗膜防水

合成高分子系ルーフ ィ ングシート 防S-F2　 接着工法　 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ樹脂

合成高分子系ルーフ ィ ングシート 防
S-M2　 機械固定工法　 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ
樹脂

塗膜防水

X-2　 密着工法　 ウレタ ンゴム系
立上り

防水工事

　 　

　

垂れ付き段鼻　 Ⅰ類無釉
150mm角　 下地モルタ ル別途

　 　

　

タイル工事

床タ イ ル張り
一般床タ イ ル張り 　 Ⅰ類無釉
100mm角　 下地モルタ ル別途

床タ イ ル張り
一般床タ イ ル張り 　 Ⅰ類無釉
150mm角　 下地モルタ ル別途

床タ イ ル（ 階段用タ イ ル張り ）
垂れ付き段鼻　 Ⅰ類無釉
100mm角　 下地モルタ ル別途

床タ イ ル（ 階段用タ イ ル張り ）

　

び

　
　

　
　

台帳番号  ,C ,B ,A分区物 施設名 建物名 所在地 補助科目名称 会計名称 主管課名称 係名 資産区分 面積 単位 取得年度 供用開始年度 供用開始日 構造 耐用年数 稼働年数 大規模改修年度 除却可能年度 取得価額 期末簿価

0001 B 荒町住宅 荒町住宅 藤琴字藤琴61 建物 一般会計 総務課 総務係 普通財産 154.00 平方メートル 昭和22年度 昭和22年度 1947/9/1 木造 22 70 7,214,120 1

0002 A 藤里町役場 藤里町役場 藤琴字藤琴8 建物 一般会計 総務課 総務係 行政財産 1,100.00 平方メートル 昭和38年度 昭和38年度 1963/10/30 鉄骨鉄筋コンクリート造 50 54 419,767,000 8,993,402

0003 B 大野岱放牧場 大野岱放牧場＿緬羊畜舎 粕毛字下萱沢197 建物 一般会計 農林課 農業振興係 行政財産 540.00 平方メートル 昭和39年度 昭和39年度 1964/12/21 木造 17 1 平成29年度 13,592,885 2,119,097

0004 B 旧米田小学校体育館 旧米田小学校＿体育館 粕毛字米田77-2 建物 一般会計 教育委員会 生涯学習係 普通財産 456.00 平方メートル 昭和40年度 昭和40年度 1965/4/1 鉄骨造 34 52 82,080,000 1

0005 A 藤里町立藤里幼稚園 藤里町立藤里幼稚園 藤琴字鳥谷場223 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 1,002.00 平方メートル 昭和40年度 昭和40年度 1965/10/30 木造 22 52 10,244,999 1

0006 C 大野岱放牧場 大野岱放牧場畜舎＿追込舎１ 粕毛字下萱沢188 建物 一般会計 農林課 農業振興係 行政財産 99.00 平方メートル 昭和43年度 昭和43年度 1968/08/29 木造 17 49 970,000 1

0007 C 大野岱放牧場 大野岱放牧場畜舎＿追込舎２ 粕毛字下萱沢188 建物 一般会計 農林課 農業振興係 行政財産 99.00 平方メートル 昭和43年度 昭和43年度 1968/08/29 木造 17 49 970,000 1

0008 A 藤里町立藤里中学校 藤里中学校＿校舎 藤琴字草苅野137外 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 3,400.00 平方メートル 昭和44年度 昭和45年度 1969/4/1 鉄筋コンクリート造 47 40 136,875,373 1

0009 A 藤里町立藤里中学校 藤里中学校＿体育館 藤琴字草苅野137外 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 1,053.00 平方メートル 昭和44年度 昭和45年度 1969/04/01 鉄骨造 34 48 42,527,276 1

0010 C 粕毛地区公舎 粕毛地区公舎 粕毛字春日野38-1 建物 一般会計 総務課 総務係 普通財産 65.41 平方メートル 昭和45年度 昭和45年度 1970/8/7 木造 24 47 9,945,000 1

0011 Z 藤里町ふるさと自然公園（素波里園地） 素波里ダム公衆便所 鹿瀬内沢国有林1009林班口小班 建物 一般会計 商工観光課 商工観光係 行政財産 12.56 平方メートル 昭和46年度 昭和46年度 1971/05/25 コンクリートブロック造 34 46 1,190,000 1

0012 A 藤里町総合開発センター 藤里町総合開発センター 藤琴字家の後14-1 建物 一般会計 教育委員会 生涯学習係 行政財産 1,425.00 平方メートル 昭和48年度 昭和48年度 1973/09/15 鉄筋コンクリート造 50 44 386,921,800 53,098,330

0013 A 藤里町立藤里小学校 藤里小学校＿校舎 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 4,029.00 平方メートル 昭和49年度 昭和49年度 1974/4/1 鉄筋コンクリート造 47 43 232,030,167 17,634,321

0014 A 藤里町立藤里小学校 藤里小学校＿体育館 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 883.00 平方メートル 昭和49年度 昭和49年度 1974/04/01 鉄骨造 34 43 50,851,982 1

0015 C 藤里町立藤里小学校 藤里小学校＿農園物置小屋 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 23.00 平方メートル 昭和49年度 昭和49年度 1974/04/01 木造 15 43 1,123,000 1

0016 A 藤里町立藤里小学校 藤里小学校＿機械室(棟) 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 15.00 平方メートル 昭和49年度 昭和49年度 1974/04/01 鉄骨造 31 43 863,850 1

0017 A 藤里町立藤里小学校 藤里小学校　プール機械室 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 13.25 平方メートル 昭和50年度 昭和50年度 1975/07/12 木造 15 42 500,000 1

0018 B 大沢体育館 大沢体育館 大沢字向山下52 建物 一般会計 教育委員会 生涯学習係 行政財産 379.00 平方メートル 昭和50年度 昭和50年度 1975/09/19 木造 22 42 51,923,000 1

0019 A 藤里町立藤里中学校 藤里中学校　プール機械室 藤琴字草苅野137 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 49.00 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/4/1 鉄筋コンクリート造 38 40 1

0020 C 藤里町立藤里小学校 藤里小学校　物置小屋 藤琴字鳥谷場218 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 20.00 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/08/10 木造 15 40 870,000 1

0021 A 藤里町立藤里中学校 藤里中学校＿小体育館 藤琴字草苅野137 建物 一般会計 教育委員会 学校教育係 行政財産 371.00 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/10/30 木造 22 40 11,809,000 1

0022 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0023 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0024 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0025 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0026 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0027 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0028 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0029 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0030 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0031 C 粕毛団地 公営住宅(粕毛団地) 粕毛字下家の後 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0032 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0033 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0034 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0035 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 一般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48.60 平方メートル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3,055,000 1

0036 C 清水岱団地 公営住宅(清水岱団地) 粕毛字清水岱 建物 般会計 生活環境課 生活環境係 行政財産 48 60 平方メ トル 昭和52年度 昭和52年度 1977/12/10 木造 22 40 3 055 000 1

庁内
NAS Server

庁内

1.施設台帳の整備 2.チェックリストの仕様作成

5.修繕計画の仕様作成

3.建物定期点検の実施

6.庁内検討体制の確立

4.工事費用の積算

7.マネジメント会議での
検討

10. 実施結果のチェック

主管課名称会計名称補助科目名称所在地

総務課
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一般会計

一般会計

建物
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専門家 藤里町 専門家 藤里町
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積算

金額

専門家
考備考

藤里町

仕様作成
専門家

専門家

藤里町

9.予算連動のしくみ構築 7
検討

6会議での

2
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専門家

仕様作成 3
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公共施設マネジメント会議

のチェック
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1
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1

1

1

1

1

1

1

1

1
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1

1

1

1

1
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970,000

970,000

136,875,373
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9,945,000

1,190,000

386,921,800

232,030,167

50,851,982

1,123,000
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500,000

51,923,000

870,000

11,809,000

3,055,000

3,055,000

3,055,000

3,055,000

3,055,000

3,055,000

3,055,000

3,055,000

修繕計画の仕様作成

8.専門家のサポートが必要な
修繕計画の対応

は、初年度のみ実施 は、次年度以降も継続
全体フロー：モデル事業で構築された仕組み

佐倉市プロフィール

　佐倉市は、千葉
県北部、下総台地
の中央部に位置し、
都心から 40 キロ
メートルの距離に
ある。佐倉藩の城
下町として繁栄し、
また ｢西の長崎、
東の佐倉｣ として
西洋医学のまちと
しても栄えた。高度経済成長期以降は首都圏の
ベッドタウンとして宅地開発が進み人口も増加し
たが、平成 23年をピークに減少局面に入ってい
る。平成 19 年にファシリティマネジメント担当
を設置するなど、公共施設マネジメントに先進的
に取組んでいる地方自治体である。

人口：176,291人（H29.12 末現在）
面積：103.69k㎡
歳入：47,402 百万円（H28年度）
歳出：45,679 百万円（H28年度）
アクセス： 京成電鉄、JR総武本線で都心から

約 1時間

千葉県佐倉町

武家屋敷と佐倉市おもてなしキャラクター
「カムロちゃん」 学校プール跡地： 跡地はクッション材を敷いて新たな広場と

して活用している。
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事
業
内
容

　

本
事
業
で
は
、
最
初
に
「
学
校
プ
ー
ル
の
現

状
の
把
握･
分
析
」を
行
っ
た
う
え
で
、学
校
プ
ー

ル
を
市
民
プ
ー
ル
に
集
約
す
る
こ
と
を
想
定
し

た
「
学
校
プ
ー
ル
再
編
方
針
」
と
、
市
内
の
学

校
水
泳
授
業
を
集
約
す
る
た
め
通
年
利
用
で
き

る
屋
内
温
水
プ
ー
ル
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
た

「
市
民
プ
ー
ル
再
編
方
針
」
を
決
め
ま
し
た
。
具

体
的
な
「
再
編
事
業
モ
デ
ル
」
を
立
案
す
る
た

め
に
、
先
行
し
て
水
泳
授
業
を
委
託
し
て
い
る

小
学
校
２
校
を
参
考
に
し
て
実
現
可
能
性
を
検

証
し
ま
し
た
。
先
行
2
校
で
は
、
片
道
20
分
で

移
動
し
、
70
分
の
水
泳
指
導
を
行
う
授
業
を
年

4
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
他
の
学
校
に

つ
い
て
も
、
移
動
時
間
、
プ
ー
ル
の
受
入
れ
の

観
点
で
検
証
し
た
結
果
、
市
南
部
の
学
校
は
2

つ
の
市
民
プ
ー
ル
で
の
受
入
れ
が
困
難
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
南
部
の

1
校
を
拠
点
校
と
し
て
プ
ー
ル
を
改
修
し
、
2

つ
の
市
民
プ
ー
ル
と
拠
点
校
1
校
で
学
校
水
泳

授
業
を
行
う
「
再
編
事
業
モ
デ
ル
」
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
財
政
負
担
を
含
め
た
効
果
も
検

証
し
た
結
果
、
実
質
財
政
負
担
の
増
加
を
伴
わ

ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
付
加
価
値
の
創

出･

向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
民
間
活
力

導
入
も
検
討
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

市
民
プ
ー
ル
や
拠
点
校
プ
ー
ル
を
複
数
の
学

校
で
時
間
帯
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
利
用
し
て
い

く
た
め
に
は
、
学
校
間
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
等
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
バ

ス
の
配
車
計
画
な
ど
新
た
な
手
続
き
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
学
校
側
の
負
担
を
ど
の
よ
う
に

軽
減
す
る
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

再編事業モデルの基本パターン
①従来型

（学校プールを維持更新） ③全て市民プール利用②全て民間プール利用

移動時間
の検証

プールの
受入れの

検証

●2つの市民プールを通年利用型の屋
内温水プールとして再整備
●N中の屋内プールは拠点校として継

続使用
●上記の3つのプールで水泳授業を集

約（全校において水泳指導の民間委
託を実施）
●現在民間委託の2校は継続（民間プ

ール）
再編事業モデル

【市民プール＋屋内学校プール＋民間プール（一部）】

基本パターン
の改良

○

LCC等
の検証

○

○

×

×

×

学校から集約先のプールまでの移動
時間の検証（20分以内を目安）

集約するプール側において、年間の水
泳授業の必要回数を実施可能かを検
証

提供するサービスの質と投入する行政
費用（LCC）を従前と比較し､実質的
な財政負担や付加価値創出等を検証

学校プール跡地：跡地はクッション材を敷いて新たな広場として活用している。

学校プール再編のイメージ

学校プール 市民プール等※ 1

ライフサイクルコストの削減施設量の適正化 市民満足度の向上

A 校

老朽化

老朽化

老朽化

屋内温泉プール

B 校

C 校

廃止
再整備

廃止

廃止

跡地
利用

跡地
利用

跡地
利用

水泳授業
の集約

市民プールの再整備・運営
への民活導入

水泳指導補助の
民間委託

※ 1　 佐倉市の市民プールの他、隣接自治体の屋内プールや
近隣学校のプール等も必要に応じて利用を想定
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　ふるさと財団では、平成 30年 11月 2日、平成 31年 2月 19日付けで、以下のとおり、ふるさと融資（地域総合整備資金貸
付）予定事業を決定しました。 
　今回のふるさと融資は、新規事業が 18件、継続事業 1件の計 19件となっており、 新たに発生する設備投資総額は 583 億
500万円、新たな雇用の増加は 385人、ふるさと融資貸付予定額は 116 億 2400 万円を予定しています （雇用の増加、設備投
資額については、新規分のみの合計です）。
　事業分野別の傾向としましては、新規件数では、全体に占める割合が大きい分野でも 2割程度と、比較的各分野に事業が分散
していますが、その中でもC1「地域産業振興（第 1次産業系）」、C2「地域産業振興（第 2次産業系）」 は合せてシェア 31.6%
と地域産業振興分野が大きくなっています。
 　融資額は、医薬品の工場建設などによりC2「地域産業振興（第 2次産業系）」分野で、50.1%と過半を超えています。その外に、
Dの「リゾート・ 観光振興」（同 16.2%）と、Eの「文化・教育・医療・福祉」（同 12.3%）の分野も引き続き 1割強の実績となり、
Ｅのうち病院の建替えには根強い需要が継続して見られます。 

1-1　平成30年度第2回・第3回ふるさと融資予定事業 （単位 : 件、人、百万円）
事業件数 雇用増 設備投資総額 本年度貸付予定額
19 385 58,305 11,624

（ 　1 ） - - (　 450 )
（注）　（　）内は、うち過年度からの継続事業　雇用増、設備投資総額は新規分のみの計

1-2　貸付団体別　内訳 （単位 : 件、人、百万円）

事業件数 雇用増 設備投資総額 本年度貸付予定額
⑴　都道府県・政令指定都市 合　　計 5 169 44,165 6,552 

うち新規 5 169 44,165 6,552 
うち継続 0  -   - 0 

⑵　市町村 合　　計 14 216 14,140 5,072 
うち新規 13 216 14,140 4,622 
うち継続 1  -   - 450 

合　　計 19 385 58,305 11,624 
うち新規 18 385 58,305 11,174 
うち継続 1  -   - 450 

1-3　事業分野別　内訳 （単位 : 件、人、百万円）

事業分野 件数 雇用増 設備投資総額 本年度貸付予定額

A　交通・通信等基盤整備  3  3  10,439  1,052 
( 　0 )  -  - (　　  0 )

B　都市基盤施設整備  2  79  2,099  629 
( 　0 )  -  - (　　  0 )

C　地域産業振興

C1　第 1次産業系 3  21  2,278  814 
( 　0 )  -  - (　　  0 )

C2　第 2次産業系  3  168  24,910  5,819 
( 　0 )  -  - (　　  0 )

C3　第 3次産業系 0 0 0 0 
( 　0 )  -  - (　　  0 )

小　　計  6  189  27,188  6,633 
( 　0 )  -  - (　　  0 )

D　リゾート・観光振興 4 100 5,861 1,886 
( 　0 )  -  - (　　  0 )

E　文化・教育・医療・福祉 4  14  12,718  1,424 
( 　1 )  -  - (　 450 )

合　　計  19  385  58,305  11,624 
( 　1 )  -  - ( 0,450 )

（注）　（　）内は、うち過年度からの継続事業　雇用増、設備投資総額は新規分のみの計

平成30年度第2回・第3回ふるさと融資予定事業 （単位 : 件、人、百万円）1-1　

貸付団体別　内訳 （単位 : 件、人、百万円）1-2　

事業分野別　内訳 （単位 : 件、人、百万円）1-3　

平成 30年度　 第2回   第3回   ふ
（ 地 域 総 合 整 備 資 金 貸 付 ）

るさと融資 予定事業

○地方支援調査委員会の開催
 　第 2回　平成 30年 10月 5日
 　第 3回　平成 31年 2月 8 日
○ふるさと融資予定事業の通知
　第 2回　平成 30年 11月 2日
　第 3回　平成 31年 2 月 19日
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ふるさと融資予定事業について

2　平成 30年度第2回・第3回ふるさと融資予定事業一覧 （単位 : 人、百万円）

番
号 事業名 事業

分野 事業地 貸付団体 事業者名 雇用増 設備投
資総額

本年度
貸付
予定額

事業内容

1 病院移転新築事業 Ｅ 岩手県
北上市 岩手県

（福）恩賜財団
済生会支部
岩手県済生会

10 10,919 500 

●老朽化した現病院の移転・新築
● 敷地20,948㎡、
延床16,334㎡（S造5階建、院内保育所199㎡併
設）

2 山形工場新築及び
増築事業 Ｃ２ 山形県

上山市 山形県 東和薬品㈱ 156 22,807 5,000 

●山形工場の新築及び増築
● 敷地108,330.53㎡（うち賃借75,270.47㎡）、
延床44,451.29㎡（S造、第二固形製剤棟5階建、
第二管理試験棟3階建、ユーティリティー棟2階
建）

3 川内大津辺太陽光
発電事業 Ａ 福島県

川内村 福島県 ㈱サン・エナジー川内 1 4,344 120 
●太陽光発電所の建設
●敷地480,000㎡（全て賃借）

平成 30年度第2回・第3回ふるさと融資予定事業一覧 （単位 : 人、百万円）2　

Ａ 交通・通信等基盤整備
 3 件（15.8%）

  Ｅ 文化・教育・医療・福祉
4 件（21.1%）　

 Ｅ 文化・教育・ 医療・福祉
1,424 百万円（12%） 

Ｃ1 地域産業振興（第 1次産業系）
 3 件（15.8%）

Ｃ1
  地域産業振興（第 1次産業系）
  814 百万円（7%）

Ｃ2 地域産業振興（第 2次産業系）
 3 件（15.8%）

Ｃ2 地域産業振興（第 2次産業系）
 5,819 百万円（50%）

 Ｄ リゾート・観光振興
4 件（21.1%）

Ｄ リゾート・ 観光振興
1,886 百万円（16%）

Ａ 交通・通信等基盤整備
 1,052 百万円（9%）

Ｂ 都市基盤施設整備
 2 件（10.5%）

Ｂ 都市基盤施設整備
 629 百万円（6%）

貸付予定額
（計11,624百万円）

件数
（計19件）

■ 平成 30年度第 2回・第 3回ふるさと融資　事業分野別構成比
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番
号 事業名 事業

分野 事業地 貸付団体 事業者名 雇用増 設備投
資総額

本年度
貸付
予定額

事業内容

4 川内大中合太陽光 
発電事業 Ａ 福島県

川内村 福島県 ㈱サン・エナジー川内 1 4,113 112 
●太陽光発電所の建設
●敷地300,000㎡（全て賃借）

5 風力発電増設事業 Ａ 福島県
飯舘村 福島県

いいたてまでいな
再エネ発電㈱

1 1,982 820 
●太陽光発電施設に風力発電施設を増設
●敷地154,315㎡（全て賃借）

6 医療複合施設等 
建設事業 Ｅ 北海道

函館市 函館市 公益（社）函館市医師会 21 3,185 450 

● 健診検査センターの新築移転、リハビリテーショ
ン学科校舎の新築

● 敷地16,477㎡、延床8,505㎡（健診センター
3,728㎡ SRC造3階建、 
リハビリ学科校舎4,777㎡ SRC造6階建）

7 ホテル増設事業 Ｄ 北海道
士別市 士別市 ㈱士別グランドホテル 4 538 210 

●客室の増設、大浴場、厨房施設の新設等
●敷地671㎡、延床1,161㎡（S造3階建）

8 道の駅併設食と文化
の交流拠点整備事業 Ｄ 北海道

七飯町 七飯町 ㈱男爵倶楽部 11 488 196 

● 道の駅に併設したミュージアム一体型商業施設
の建設

● 敷地2,000㎡（全て賃借）、 
延床1,169㎡（S造2階建）

9 日本語学校整備事業 Ｅ 北海道
七飯町 七飯町 （福）七飯有隣会 3 140 58 

●寄宿舎付きの日本語学校の建設
●敷地669㎡、延床499㎡（木造2階建）

10
清酒倉庫兼焼酎製造
施設・店舗等 
建設事業

Ｃ１ 北海道
上川町 上川町 緑丘工房㈱ 3 130 54 

●清酒倉庫兼焼酎製造施設・店舗等の建設
● 敷地5,620㎡（うち賃借364㎡）、 
延床470㎡（木造平屋建、木造2階建）

11 備蓄ゼリー製造工場 建設事業 Ｃ２ 宮城県
多賀城市 多賀城市 ㈱ワンテーブル 8 540 169 

●備蓄ゼリー製造工場の建設
● 敷地5,500㎡（全て賃借）、 
延床1,960㎡（S造平屋建）

12 饂飩製造工場 新設事業 Ｃ１ 秋田県
湯沢市 湯沢市 ㈲佐藤養助商店 15 1,284 400 

●饂飩製造工場の新設
●敷地11,167.3㎡、延床2,823.5㎡（S造2階建）

13 医薬品製造工場 新設事業 Ｃ２ 山形県
米沢市 米沢市 米沢浜理薬品工業㈱ 4 1,563 650 

●高薬理活性原薬の製造工場の新設
●敷地52,805.85㎡、延床642.4㎡（RC造2階建）

14 病棟建替改修等事業 Ｅ 埼玉県
加須市 加須市 （医）藍生会 1 1,659 416 

●老朽化した現病院の新築・移転及び一部改修
● 敷地8,191㎡（うち賃借4,536㎡）、 
延床6,248㎡（うち新築4,587㎡ S造3階建、 
改修1,661㎡ RC造2階建）

15 軽井沢第2工場 新築工事事業 Ｃ１ 長野県
御代田町 御代田町 日穀製粉㈱ 3 864 360 

● そば茶製造工程集約のための軽井沢第2工場の
新設

●敷地12,155㎡、延床1,226㎡（S造2階建）

16 中心市街地商業施設整備事業 Ｂ 島根県
雲南市 雲南市 雲南都市開発㈱ 13 280 9 

● 中心市街地商業集積の核となる商業施設の建設
● 敷地4,766㎡（うち賃借3,563㎡）、 
延床726㎡（木造平屋建）

17 オフィスビル 建設事業 Ｂ 長崎県
長崎市 長崎市 長崎食糧倉庫㈱ 66 1,819 620 

●オフィスビルの建設
●敷地2,488㎡、延床13,924㎡（S造11階建）

18 リゾート施設 整備事業 Ｄ 長崎県
長崎市 長崎市

㈱KPG　
HOTEL&RESORT

55 4,300 1,400 
● 既存リゾート施設リニューアルと新施設の建設
● 敷地91,304㎡（うち賃借42,980㎡）、 
延床24,697㎡　（木造2階建〔新施設〕）

19 ホテル等改装事業 Ｄ
長崎県
新上五島
町

新上五島町 五島アイランド
リゾート㈱

30 535 80 
●旧温泉付宿泊施設のリゾート型ホテルへの改装
● 敷地20,181㎡（全て賃借）、 
延床1,866㎡（RC造3階建）

※　事業分野欄　　 Ａ：交通・通信等基盤整備　　Ｂ：都市基盤施設整備　　Ｃ：地域産業振興　（Ｃ１：第１次産業系　Ｃ２：第２次産業系　 Ｃ３：第３次産業系） 
Ｄ：リゾート・観光振興 　 Ｅ：文化・教育・福祉・医療
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ふるさと融資予定事業について

3　平成元年度～平成 30年度のふるさと融資の推移 （単位 : 件、人、億円）平成元年度～平成 30年度のふるさと融資の推移 （単位 : 件、人、億円）3　

件数 雇用増 設備投資総額 ふるさと融資額

元年度  117 ( - )  8,248  3,743  255 

2 年度  175 ( 27 )  7,759  2,926  395 

3 年度  239 ( 49 )  12,242  5,447  550 

4 年度  296 ( 57 )  12,530  5,542  708 

5 年度  277 ( 80 )  10,851  5,686  696 

6 年度  297 ( 69 )  12,066  5,172  610 

7 年度  355 ( 84 )  16,091  7,004  754 

8 年度  344 ( 94 )  13,948  6,455  810 

9 年度  299 ( 103 )  13,838  6,399  597 

10年度  193 ( 106 )  8,362  4,263  601 

11年度  190 ( 66 )  8,969  3,824  559 

12年度  152 ( 45 )  6,130  2,313  303 

13年度  95 ( 37 )  2,822  1,371  241 

14年度  85 ( 15 )  3,249  1,490  178 

15年度  76 ( 16 )  5,051  1,457  159 

16年度  104 ( 19 )  4,182  1,514  203 

件数 雇用増 設備投資総額 ふるさと融資額

17年度  73 ( 19 )  2,295  1,661  152 

18年度  62 ( 25 )  1,740  890  157 

19年度  65 ( 23 )  1,544  713  124 

20年度  55 ( 20 )  2,564  1,030  115 

21年度  38 ( 10 )  2,396  991  114 

22年度  64 ( 7 )  2,153  1,098  138 

23年度  53 ( 13 )  3,052  1,021  183 

24年度  50 ( 15 )  1,627  1,026  141 

25年度  47 ( 12 )  1,252  493  135 

26年度  53 ( 7 )  1,936  1,115  190 

27年度  41 ( 7 ) 1,033 970 236

28年度  45 ( 8 )  774  797  279 

29年度  34 ( 4 )  566  834  162 

30年度 30 ( 3 ) 838 1,246 205

合　計 4,004 (1,040) 170,108 78,490 9,953

ふるさと融資額

件　数

（件）
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（億円）
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0
（年度）30

■ 年度別ふるさと融資の推移（累計）

（注）　 1 （　）内は、過年度からの継続案件で外数。
　　　2  単位未満調整につき、合計欄が不一致の場合がある。
　　　3 ふるさと融資額については継続案件も含む。
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開発振興部開発振興課　山本 晋也
（平成30年度は融資部企画調整課に配属）

職員レポート

15

山口県周南市の魅力をほんの一部だけ紹介します
私の地元

学

買
周南市西の玄関口　道の駅「ソレーネ周南」海岸線沿に広がる周南コンビナートの工場夜景

大津島にある「回天」のレプリカと訓練基地跡
※ 回天は爆薬を積んだ魚雷に人が乗り込んで操縦し、そのまま敵艦に体当たりする特攻兵器です。太平洋戦争
末期に戦局が悪化する状況で作られ、大津島には訓練基地跡が今でも残っています。

遊
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随感随筆
ふるさと融資 30 年
一般財団法人地域総合整備財団（ふるさと財団）理事長　稲野 和利

平成 30 年度ふるさと企業大賞
4 宮崎県日向市 十屋幸平市長に聞く
6 「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
 「海陸一貫輸送システム」に一工夫、差別化図る
 八興運輸株式会社　三輪 亮介 氏

ふるさとものづくり支援事業
ペダル踏み間違い事故を防ぐ「STOPペダル®」開発 
株式会社 英田エンジニアリング

平成30年度 地域産業交流セミナー
統一テーマ：『地方創生 ×スポーツ』～スポーツを活かしたまちの創造～

地域貢献企業の会 会員企業紹介
認定 NPO 法人 さわおとの森

平成 30 年度 地域再生マネージャー事業
和歌山県広川町

公共施設マネジメント調査研究事業

平成 30 年度第 2・3 回ふるさと融資予定事業

職員レポート
知識と経験を次につなぐ
開発振興部開発振興課　山本 晋也令和元年 5 月１日発行
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本誌では、これからも地域づくりの参考となるさまざまな情報を紹介していきたいと考えております。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。

編集・発行

 〒102-0083　東京都千代田区麹町 4-8-1
  麹町クリスタルシティ東館 12 階
 TEL. 03（3263）5586　FAX. 03（3263）5732
 URL: https://www.furusato-zaidan.or.jp/
 E-mail: furusato@furusato-zaidan.or.jp
編 集 協 力 株式会社太平印刷社

国宝・姫路城は、シラサギが羽を広げたような優美
な姿から「白鷺城」の愛称で親しまれている。鮮や
かな白の城壁や５層７階の大天守と小天守が渡櫓で
連結された連立式天守が特徴。大天守は400年以上
前の慶長14年（1609年）に建築された。平成５年
12月に日本で初めての世界文化遺産に登録された。
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た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
八代（やしろ）地区のナベヅル（特別天然記念物）

須金（すがね）地区のフルーツランドで採れる梨と
ブドウ

徳山動物園のスリランカゾウ

ふぐの延縄（はえなわ）漁発祥の地 周南で味わう徳山
ふぐ

食

見
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